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佐久間 インド密教の図像学的資稗1)

イン ド密教の図像学的資料(1)

『サー ダ ナ ・マー ラー一』 にお ける獅子 吼観 自在 の成 就法

佐 久 間 留 理 子*

Iconographical Material for the Study of Tantric Buddhism in India  (1)  : 

    The  Sadhanas of  Simhanada-Avalokiteivara in the Sadhanamala

Ruriko SAKUMA

   This paper presents an annotated Japanese translation of 
the  sadhanas/dharani of  Sinjhanada-Avalokiteivara which appear 
in the  Sadhanamala, a Buddhist text on the iconography and 
ritual of Tantric Buddhism. 

   Part 1 explains the historical background of the  sadhana: 

(1) the changes in the iconographic features of Buddhist 
deities, (2) the depiction of the deities in India, and (3) the 
rituals and visualisation connected with Indian deities and 
cosmology. 
   Part 2 describes the textual sources for the Sanskrit and 
Tibetan texts edited in parts 5 and 6. The Sanskrit text is 
based on B. Bhattacharyya's edition of the  Sadhanamala (Baroda, 
first edition 1925), Nos. 17, 20, 21, 22, 23 and 25, and on seven 
manuscripts (Tokyo University  [MATSUNAMI 1965: Nos. 451, 452, 
453,  454]), Kyoto University  [G0sHIMA and  NOGUCHI 1983: 
Nos. 119 and 120] and National Archives, Kathmandu 

 [Brhatsticipatram Vol.  39  : No.  3-387]). The Tibetan text is 
based on the Peking and the sDe dge editions. 

   Part 3 describes the iconographical features of  Simhanada-
Avalokiteivara and the process of visualisation in his  scidhanas. 

    Part 4 presents an annotated Japanese translation of the 
 sadhanasldharani Nos. 17, 20, 21, 22, 23 and 25 of the  Sadhanamala. 

   Part 5 provides the Sanskrit text of these sections. 
    Part 6 presents the Tibetan text of the same sections.

*東 海仏教学会,国 立民族学博物館共同研究員
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No・17獅 子吼観自在成就法

No.20獅 子吼観自在成就法

No.21獅 子吼観自在の陀羅尼

Nos・22,23獅 子吼観自在成就法

No・25獅 子吼観自在成就法

5サ ンスクリットテキス ト

No・17獅 子吼観自在成就法

No・20獅 子吼観自在成就法

No・21獅 子吼観自在の陀羅尼

Nos・22,23獅 子吼観自在成就法

No・25獅 子吼観自在成就法

6チ ベット語テキス ト

No・17獅 子吼観自在成就法

No・20獅 子吼観自在成就法

No・21獅 子吼観自在の陀羅尼

Nos.22,23獅 子吼観自在成就法

No・25獅 子吼観自在成就法

1　成就法成立の背景

1.1は じ め に

　 イ ンドにおいては周知の ごと く,バ ラモ ン教や ヒン ドゥー教等に おいて多様な神 々

が生み出された。また,仏 教において も時代が下 るにつ れ,仏,菩 薩などの様 々な諸

尊が出現 した。 これ らの神 々には,何 等かの姿,形 を もつと考え られていたもの もあ

れば,そ うで ないもの もあ る。何等かの姿,形 を もつ と考え られていた ものには,具

体的に絵 に描 けるような姿,形 を もつ もの と,も たない ものがあ った。 さらに,前 者

の具体的な姿,形 を もつ ものの中に もイコンの ごとく外 的に表 され る場合 と,観 想 な

どにおいて 内的に表 され る場合 とがあ った。 これ らの 表 し方の中,こ こで は特に姿,

形 を内的に表す方法であ る,成 就法(サ ーダナ,sadhana)を 取 り上げる。 それにつ

いての詳細 を述べ る前に,こ のよ うな実践方法が,イ ン ドにおいて歴史的にいかに形

成 されてきたのか,そ のあ らま しについて仏教 を中心にまとめて おきたい。

1.2　 仏教の諸尊の図像学的変遷

　仏教において,仏 は元来,菩 提樹のもとで悟りを開き,輪 廻より脱 した,歴 史上の

釈尊と深 く結び付いていた。 しかし,釈 尊の入滅後,歴 史的な仏は理想化,普 遍化さ
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れ,過 去七仏 や阿弥 陀の ごとき,現 実の時間や空間を超越 した仏が信仰 されるよ うに

な った。また,肉 体 としての身体を もたず,仏 法 その ものであ る,普 遍 的な身体(dh-

armakaya,法 身)も 考え出され,密 教においては大 日(Vairocana)の ご とき,人 格化

された宇宙の統一 原理 と しての仏1》,即 ち,世 界 と しての仏が出現 した。そ して,こ の

大 日を中心に して,阿 閾(Aksobhya),宝 生(Ratnasarpbhava),阿 弥 陀(Amitabha),

不 空成 就(Amoghasiddhi)を 加 えた,い わ ゆる五仏 が形成 された。

　 このよ うに仏に対す る考え方が発展す るのと並行 して,仏 以外にい くつかの諸 尊の

グループが現 れた。 とりわけ大乗仏教の興隆に ともない,菩 薩 といわれる一群の諸尊

が数多 く出現 した。菩薩は元来,仏 になる前 の釈尊 のことであ ったが,大 乗仏教で は,

仏 になる ことを誓願すれば誰で もがな り得 る ものとなった2)。 さ らに,慈 悲を具現す

る観自在など,各 々の職能を もった菩薩が現れ,仏 にかわ って積極 的に活躍 して,仏

と衆生を堅固に結 び付 ける存在 とな った。

　 密教においては,仏 の世界 を守護す る諸尊のグル ープと して葱怒 尊が台頭 して きた。

それ らは,武 器であ る金剛(vajra)を 手 に もって釈尊を守 る,金 剛手(vaj　rapapi)の

性 格を基盤 とし,後 にヒン ドゥー教 の シヴ ァ神に大 いに影響 され,破 壊力を象徴す る

三戟 や燭膿な どの要素を吸収 して成 立 した とされる3)。 特 に血を入れた醐骸 の器 のご

と く,バ ラモ ン教では避 け られて きた く血 〉とい う要 素が急怒 尊を 中心に取 り入 れ ら

れた。また,ヒ ン ドゥー教の興隆にともない,女 神 崇拝 が盛ん になったが,仏 教 にお

いてもタ ーラー(多 羅)な どの多 くの女神 が台頭 し,密 教において は仏 も女神 の妃を

とるよ うになった。

　 上述 した諸尊以外に も,そ れほど有力ではないが仏教の底辺を支え る神 々が生まれ

た。それ らは,九 曜(太 陽,月,惑 星)な どの天体 が神格化 された もの,四 天王,龍

神 などの神 々であ り,ヒ ン ドゥー・教の世界 との緩衝地帯を形成 するようにな った4)。

　 このよ うに,仏,菩 薩,急 怒 尊,女 神,そ の他 の神 々とい う,諸 尊の組織体(パ ン

テオ ン)5》が,仏 を頂点 として形成 され るよ うにな った。 これ らの諸尊 は,各 々の機

　1)金 岡[1969:165]は,「 大日如来の基本的な性格が,絶 対的な統一原理の人格化と,そ の無

　 限な具象化という二つの性格に尽きる」と述べている。

　2)静 谷[1987:238]に は,「『原始大乗』の主軸となる思想は,釈 迦菩薩のような特定の菩薩だ

　 けを考えるのでなくて,誰 でも作仏の誓願を起こして菩薩の道に進ならば,そ の人は菩薩であ

　 り,将 来必ず作仏できるとする 『凡夫の菩薩』の思想である」と述べられており,誓 願すれば

　 誰でも菩薩になり得るという思想の出現が指摘されている。

　3)小 林[1951:65]は,執 金剛(吻rap互 ηi,金剛手)が 後に,善 相と悪相の二つに分化し,悪

　 相において,シ ヴァ神と結合して,い わゆる急怒部の諸明王を形成するようになったと指摘し

　 ている。

　4)立 川[1987b:134]。

　5)立 川[1987a:338]。
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能,性 格を有 し,人 格神 としての様相を帯びている。 これ らは,世 界 と結 び付け られ,

ま た,姿,形 を もつ ようにな り曼陀羅を構成 す る諸 尊と して も発展するのであ る。以

下,こ れ らの諸尊を 「尊格」 と呼ぶ ことにす る6)。

1.3　 神,及 び尊格 の姿 につ いての関心

　次 に,バ ラモ ン教の神や仏教の尊格は,そ の姿,形 について どの程度関心 がはらわ

れていたのか を述べてお こう。

　バ ラモ ン教に おいて神 々は,何 等 かの姿,形 を もつ もの として述 べ られることがあ

った。 例えば,神 像の売買が行 われたのではないか とされ る記述 も残されている7)。

しか し,イ ン ドラ神が,あ る時 は,天 空を覆 うと言われ8),あ る時 は牡牛 と言われる

ように9),神 々は,全 体的な傾向 と して,絵 に描 けるよ うな具体的な姿,形 をもつ こ

とはなか った と考え られる。 例 えば,バ ラモ ン教の シュラウタ(Srauta)祭 式 では,

神 の力 の 「姿,形 」(rupa),あ るい は 「写像,似 姿」(pratima)で あ るか のように祭

具を使用す ることはあったが10),神 そ の ものを偶像 として直接的に表現す ることはな

か ったのであ る。

　仏教 において は,当 初,仏 の教 えが至上の ものであ り,た とえ仏 の姿で あって も,

外 的に しろ内的に しろ,執 着 の原 因となる形 として 表す ことは避 け られ るべ きであ っ

た。 しか し,釈 尊の入滅後,ス トゥーパ(仏 塔)の ように仏の悟 りを象徴す るものが

造 られ,さ らに は,サ ーンチーやバ ール フ トのス トゥーパの塔 門の彫刻に みられ るよ

うに,菩 提樹 などの象徴表現 によって仏 が表 されるようにな った。 そ して,紀 元1世

紀頃になるとガ ンダ ーラにみ られ るような人 の似姿を もった仏 が表現 され るようにな

った。 前節(1.2)で も述べた ように,釈 尊の入滅後,時 代 が下 るにつれ,様 々なか

た ちで諸 尊が発展 してい くのであ るが,そ れ らは外的な姿,形 によって も表 され るよ

うにな り,そ の性格,属 性は さらに強調 されてい った。 そ して,こ のような諸尊の姿,

形 の表 し方 は,供 養や観想などの行為 と深 くかかわ り合いなが ら変化 して いったので

あ る。

6)仏 教 に お け る諸尊 の展 開 につ いて は 頼 富[1989a:79-81]に 総括 され て い る。 そ の 中で 「尊

　 格 」 とい う用語 が 用 い られ て お り,そ れ に な ら った。

7)Rig　 Veda,　IV,24,10.辻[1983:160]。

8)Rig　 Veda,1,61,8,9.　 Griffith[1896:83]。

9)Rig　 Veda,　II,12,12;IV,23,7.辻[1983:155,157]。

10)井 狩[1989:59-60]。
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1.4供 養 と 観 想

　供養(puja)は,神 に対 し,あ たかも客人をもてなすように,水 や食物等の供物を

捧げ,神 からは何等かの利益を得るという行為であり,ヒ ンドゥー教において大いに

発展 した11}。このような行為は,元 来,執 着を捨て,悟 りを求める仏教にとって不要

なものであった。しかし,釈 尊の入滅後,仏 塔崇拝が行われるようになり,や がて,

バラモン教以来の儀礼主義を復興 し,土 着的要素を取 り込んで成長 してきた密教にお

いて,盛 んに行われるようになった。供養は,仏 像等の外界に存在する 「物」に対 し

ても行われていた。しか し,仏 教徒,と りわけ大乗仏教の宗教的エリー トにとっては,

哲学的立場上,外 界に 「物」が存在することに対する抵抗 もあり,尊 格の姿,形 を内

化 したかたち(観 想)で 供養するようになった。そして,尊 格の姿を観想する実践方

法が行われ,さ らには,観 想した尊格の姿,形 と自己(実 践者)と が一体であると体

得する実践方法が現れた。

　このような流れの中で,尊 格の姿,形 を観想する,あ るいは,そ れと一体化すると

いう実践方法,即 ち,成 就法が形成されたのである。これは精神集中を要する技法で

あり,こ の点ではインドにおいて古来継承されて きたヨーガ(yoga)の 伝統を取り入

れたものということがで きる。

　バラモン正統学派の一つ,ヨ ーガ学派の根本教典 『ヨーガ ・スートラ』には,ヨ ー

ガは,心 の作用の止滅であると述べられている。一方,成 就法においては,心 の作用

はむしろ活性化 させ られ,実 践者の意識は姿,形 の出現,収 縮,拡 大にともない動き

まわる。従って,こ の点において,成 就法は正統派ヨーガと対象的なのである。

　成就法において,さ らに重要な点がある。それは,観 想された姿,形 がひとまとま

りの閉 じられた世界としての意味をもつという点である。この閉 じられた世界は,イ

ンドにおける世界観と深いつながりがあるので,次 にそれについて述べておこう。

1,5世 界(宇 宙)観

　 アー リア人によ って担われたバ ラモ ン教 は,祭 式を至 上とす る宗教であ った。祭官

は神 を讃え,供 物を捧 げることによ り,神 か ら恩恵を得 ることがで きた。この ような

神 と人 との 関係において は,当 然の ことなが ら,当 初,世 界 の構造に関 して関心が は

らわれることはなか った。 しか し,時 代 が下 るにつれ,世 界(宇 宙)の 創造や構造に

ついて意識 され るよ うに なる。 『リグ ・ヴ ェーダ』の 「宇宙開闘の歌」(X.129)に は,

11)　 ヒンドゥー教の一般的な儀礼の一つにsodasopacarapujaが あ る[立 川1983;105]。
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この宇宙は絶対的唯一物が根源となって展開したと述べ られている。ここでは,世 界

の構造については述べられてはいないが,一 つのまとまりのある現象界,即 ち,世 界

が意識されているのである。

　仏教においては,世 界の存在,あ るいは,そ の構造についても当初,関 心がはらわ

れなかった。しかし,後 世,ア ビダルマの哲学書 『倶舎論』にみられるように,世 界

についての精密な体系が構築されていった。例えば,須 彌山(sumeru)を 中心にして,

その周りに人間が住む大陸などの大小の陸地や山脈が存在するという世界のモデルが

作り上げられたのである。

　このような,一 つのまとまりのある,具 体的な構造をもつ世界モデルが,密 教にお

いては,諸 尊が配置される容器として取り入れられた。この諸尊が配置された 世界

(曼陀羅)は,内 化 された姿,形 として観想され,さ らには,観 想者 と一体化される

ものとなった。成就法によっては,蓮 華などの上に一つの尊格のみが観想されること

もあったが,そ の姿,形 は一つのまとまりのある閉 じられた世界として意識されてい

た。この閉じられた世界は実践者によって,日 常,実 践者を取り囲む世界とは次元の

異なる空間として設定されていたのである。

1.6ま と め

　成就法 は,以 上述 べた様 々な要 素が複雑 に絡 み合 って形成 されてい った。 この過程

で 特筆すべ き変化は,神(devata)と も呼ばれ る尊格が,実 践者(人)と 同化す るよ

うにな り,そ れに よって実践者(人)は,一 つの閉 じられた新 しい世界の中心 に,自

己を再生す ることが可能に なった とい う点であ る12)。

2『 サ ー ダ ナ ・マ ー ラ ー』 の テ キ ス ト研究

　ここで取 り上げるテキス トは,イ ン ドにおいて紀元12世 紀頃 までに13}各 々個別に成

立 し,流 布 していた成就法(sadhana),陀 羅 尼(dhararni)等14)が,成 就法 を中心に

12)以 上 の叙 述 は,立 川[1987a:336～341,1989:289-314]に 負 うと ころ が大 きい。

13)奥 山[1988:891]は 西 暦 十二 世 紀 頃 にBに 近 い 形 の テ キ ス トが 成立 して いた とは 断 定で き

　 な い と述 べ て い る。 そ の理 由 と して,従 来,SMの 編 纂 年 代 の根 拠 とな って きた写 本 はNepal

　 Samvat　 287(西 暦1167年)の 写 本(ベ ン ドール 目録Add・1686)で あ る が,こ の写 本 はBに あ

　 る成 就法 の半 数以 下 しか含 ん で い な い とい う点 を あ げ て い る。

14)成 就法 の次 第(szdhanavidhi)あ るい は次 第(vidhi)と 呼 ば れ る もの もあ る。
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『サ ーダナ ・マ ーラー』(Sadhanama,a,成 就 法 蔓)(略 号:SM)等15)の タ イ トルを付 け

られ,一 つにま とめて編纂 された16)文 献 であ る。「サ ーダ ナ」(成 就法,sadhana)は,

字 義通 りに は 「生ぜ しめること」であ り,こ こで は,尊 格の姿を精神集 中に よって生

ぜ しめることを意味する1?》。成 就法 において,実 践者 は尊格の姿を生 ぜ しめるが,さ

らには,観 想 した尊格 と一体化す る場合 もあ る18)。 い ずれにせ よ,成 就法は尊格の姿,

形 を用いた ヨーガ(yoga)と い うことがで きよ う。

　 さて,こ のテキス トとして,現 在,三 十数本のサ ンスク リッ ト写本が知 られている

が,そ れ らにつ いて は奥山[1989:384-385],佐 久 間[1990]に 述 べ られているので,

こ こで は省 略 したい。サ ンスク リットの標 準的テキス トと して はB.バ ッタチ ャルヤ

の校訂本(略 号:B)が あ り,そ れ らには全部 で312の 成 就法,陀 羅尼等 が収bら れて

いる。 これ らは,如 来,菩 薩,女 神,盆 怒 尊等19)の 成 就法か ら構成 されてい る。 こ

の研究で は,こ れ らの中で,特 に,観 自在菩 薩の成就法,儀 軌,陀 羅尼の和訳 とサ ン

ス ク リッ ト・チベ ットテキス ト校訂をすすめる。

　 Bの 観 自在菩薩の成就法等には,次 の観 自在20)が 説 か れて いる。それ らは,六 字観

自在,空 行観 自在,獅 子吼 観自在,世 間主,世 自在,ハ ー ラーハ ラ観 自在,蓮 華舞 自

在観 自在,ハ リハ リハ リヴ ァーハナ観 自在,三 界制御観 自在,赤 観 自在,青 頸観 自在,

幻 網観 自在,ス ガティサ ンダル シャナ観 自在,プ レータサ ンタル ピタ観 自在 であ る。

ここでは,こ れ らの中からBのNos.17,20,21,22,23,25に お ける獅子吼観 自在

の成就法 と陀羅尼を取 り上げ,そ れ らの 内容の解説 と翻訳,訳 注,サ ンス ク リッ ト・

チベ ッ ト訳のテ キス ト校訂を行 う。 サ ンスク リットテ キス トの校訂 には,底 本 として

15)こ の 他,  Scidhanasamuccaya,  Scidhanarnciliitantra,  Sddhanatantra,  Sadhanamciliipaiijikd  sahita,
 Scidhanamdlei-tathci-dhiirani,  Sadhanamcilcipanjika,  Scidhanamiilaprathamakandahの名称が知られてい
る[佐 久 間 　 1990:91]。

16)奥 山[1988:889B90]はSMの チ ベ ッ ト語 訳sGrub　 thabs　 brgya　 rtsa(北 京 版Nos・3964

　4126)の コロ フ ォ ンの記 述(北 京 版VoL　 80,　fol.338a3-6)を 根 拠 と して,こ の チ ベ ッ ト語 訳

　 の原 本 とな った サ ンス ク リッ トテ キ ス トがAbhay5karaguptaに よ って 校 訂,編 纂 され た と述

　 べて い る。Schiefner[1963:330-331]は,　 Thob　 jigにAbhayEkaraguptaの 著作 の一 つ と して

　 Sidhanasagara(sGrub　 thabs　 brgya　 rtsa)が 記 述 され て い る と述 べ て い る。 な お,　 Vistrikov

　 [1970:199]はThob　 jigが チ ベ ッ ト伝 記文 学 の 総 称 で あ る と述 べ て お り,　Schiefher[1963:

　 330-331]の 言 うThob　 jigが 具体 的 に何 を指 す の か特 定 で きな い 。

17)立 川[1986:67]。

18)主 に,尊 格 の姿 と真言 だけ を 記す よ うに,内 容 が 簡略 化 され て述 べ られ た成 就 法 に は,実 践

　 者 と尊 格 との 一体 化 が述 べ られ て い な い こ とが多 い 。 しか し,尊 格 の姿 や 真 言 以外 に内 容 が詳

　 しく記 され た 成 就法 に は,多 くの 場合,実 践者 と尊 格 との一 体 化 が 述 べ られ て い る。

19)頼 富[1982:121-123]はSMの 諸 尊 を 大 き く種 類別 に整 理 して 　 1.如 来2.菩 薩 　3・ 明

　 妃(女 尊)4.守 護尊 　 5・ 護 法 尊 　6.雑 尊 に 区分 して い る。

20)SMで は,「 観 音 」(Avalokitasvara)の か わ りに 「観 自在 」(Avalokitesvara),「 世 自在 」

　 (LokeSvara),「 世 間主 」(Lokan5tha)と い う語 が 用 い られ て い る 。 「世 自在 」,「世間 主 」 が 単

　 独 で用 い られ る以 外 は 「観 自在」 と い う訳 語 で 統一 した 。
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Bを 使用 し,東 京大学所蔵の四本 のサ ンス ク リット写本[MATsuNAMI　 1965:Nos.

451-454〕,京 都 大 学所 蔵 の 二 本 の サ ンス ク リット写 本[GosHIMA　 and　 NoGucHI

l983:Nos.　 l　l　9,120],ネ パ ール国立考古局 内文書局 所蔵の貝 葉のサ ンス ク リッ ト写

本 [Nepalarajakiya-Virapustakdlayasthapustakeincim  Brhatsucipatram  Vol. 39: No. 3—

387]に よ って校訂 した。 チベ ッ ト訳 の校訂 には,デ ルゲ版を底本 とし北京 版によ っ

て校訂 した。なお,各 テキス トの該当箇所 については凡例を参照 されたい。翻訳に際

して は,該 当テ キス トの一部の翻訳,あ るいは解説を含むGrifnwedel[1900:130],

Foucher[1905:31-・34],　 Mallmann[1948:50-51,　 i　83-191],　 Bhattacharyya

[1968:127]を 参照 した。

3　獅子吼観自在の成就法 と陀羅尼

　観 自在21)(Avalokitegvara)は,大 乗仏教において最 も人気のある菩薩であ る。菩

薩(bodhisattva)は 「悟 り」(bodhi)に 対 して,「 勇気」(sattva)を もつ ものを意味

し,元 来 は成道前の釈尊を示 す言葉であ った。 しか し,大 乗仏教において は,自 己の

悟 りのみを求め るだ けではな く,む しろ衆生 の救済を目的 と して活動 し,仏 と衆生を

結び付 け る存在 とな った。菩薩には,文 殊(Manjusri),彌 勒(Maitreya)な ど も知 ら

れてい るが,観 自在 は,特 に慈悲(karupa)を 具現す る菩薩 としてイ ン ドを は じめ,

ネパ ール,チ ベ ッ ト,日 本などで信仰 を集 めた。観 自在 はこのよ うな性格 を表現す る

た めに,様 々な姿 と して分化 し,多 くの種類の観 自在が発展 した。SMに はと りわけ

イ ンドの後期 密教で発展 した観 自在が収め られてい る。

　 さて,こ こで 取 り上 げ る 観 自在は,獅 子吼観 自在(世 自在)(Sirphanada-Ava-

lokite6vara,　Sirphanada-LokeSvara)と い い,そ の名称 は獅子の鳴 き声(Si1ηhanada,

獅 子 吼)を 意味す る22)。Mallmann[1948:186]は,「 ライオ ンの吠え声によって世

界を制す るもの」 を意味す ると している。 しか し,獅 子 が しば しば,釈 尊の例えであ

21)岩 本[1978:207-209】 に よれ ば,「 観 自在 」(Avalokitegvara)と い う語 は 「観 」(avalokita)

　 と 「自在 」(iSvara)と が複合 して で きた もので あ り,こ の 語 が全 体 と して 「見 る こ との 自在 な

　 者」 を 意 味 す る と解 釈 して い る。 ま た,Avalokitasvaraと い うサ ンス ク リッ ト語 も存 在 し,こ

　 れ が 「観 音」 に対 応 す る と述 べ て い る。

22)Si・phan互daを 「獅 子 の吠 え 声 を もつ もの 」 とい うよ うに,所 有 複合 語 と して解 釈 す る こと

　 もで き る。 しか し,『 維 摩 経 』 に は 「獅 子 吼 」(Tib.　 Se血ge'i　 na　ro　mhon　 par　bsgrags　 pa'i

　 dbya血s)が 菩 薩 の 名称 と して 記 され て い る(大 正 蔵No.475,　 VoL　 14,　P.537b;No.476,　 VoL

　 14,P.558a)[大 鹿 　 1970:146]。 長尾 ・丹 治[1974:10]の 和 訳 で は これ を 「獅 子吼 し響 かせ

　 る声 」 と解 して い る。
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るよ うに,こ の名称ぽ釈尊の説法が ライオンの声の ごとくとどろき,人 々を教化す る

観 自在の ことを 意味 してい ると考え られる23)。

　 この観 自在の尊容 は,SM(B)のNos.17,20,22,23,25の 成 就法に説かれてお

り,No.17の 成 就法には次のよ うな姿 が述べ られている。

　「全身が 白 く,一 面二腎で,三 眼を もち,髪 髪冠をつ け,頭 に阿弥陀の化仏 をつ け,

獅 子座 において輪王坐で坐 し,虎 皮の衣をまとい,五 つの如来 が[回 りに]広 が り,肩

に揺れ動 く五つ の紐 を付 け,半 月 によって飾 られている。左手にあ る白い蓮華の上に

白い剣があ り,そ の近 くに,白 い蓮華 の様 々な良い香 りのする花で満 ちた白い頭蓋骨

があ る。〔観 自在の〕 右側 には,白 い 蓮華の上に 白い 蛇の巻 き付 いた 白い 三戟 があ

る」

　 以上の ような姿を行者(実 践者)は 自らの心臓の月輪(月 の円盤)上 にあ る,ブ リ

ーヒの文字を変化 させることに よって観想す る。 これ と同時に,そ の姿を もつ ものが

自分 と一体であ ることを瞑想す る。

　 従来 の研究に よれば,こ の尊の尊容には,ヒ ン ドゥー教や仏教 の他 の菩薩か ら取 り

入れ られた特徴が認め られるとされてい る。例 えば,三 つの眼,虎 皮 の衣,頭 蓋骨,

蛇 の巻 きつ いた三戟,半 月 といった特徴 は,シ ヴ ア神 か ら取 り入 れた もの と考え られ

る[MALLMANN　 1948:187]。 また,乗 り物であ る獅子,肩 にはため く五つの紐,

剣 は文殊(MafijuSi)よ り取 り入れ られた ものであ ると考え られ[MALLMANN　 l948:

190],尊 容 の折衷的な性格 がみとめ られ る24)。 シヴ ァ神 か らの影響は,当 時 イン ドに

おいて興隆 した ヒン ドゥー神(特 に シヴ ア神)の 力を仏 教側が取 り込 もうと した表れ

である。

　 この尊の作例 はイン ドを は じめ,ネ パール,チ ベ ッ ト・中国にみ られる25)。 これ ら

の中,年 代が比定 されてい る作例 には[町 田　 1968:pl.86],11世 紀 に比定されて い

る作例[BHATTAcHARYYA　 l　968:fig.99]26),11-12世 紀 に 比定 され て い る作 例

[FoucHER　 l905:pl.　 XIV;MALLMANN　 l948:pl.　 XIII;HuNTINGToN　 l984:

23)中 村[1988:313]の 「獅子吼観音」(し しくかんのん)の 項を参照。

24)Foucher[1905:31]は,こ の尊が文殊から乗り物の獣(獅 子)と剣を,観 自在から,そ の体の

　色である白色と頭蓋骨と蛇の絡んだ三戟を借りた神であると述べている。Poussin[1909-1953:

　260]は,こ の尊の姿は,シ ヴア神との結合が顕著であり,獅 子に坐し本と剣をもつ文殊とも

　混交したものであると解説 している。Getty[1962:60]は,こ の尊が,観 自在と文殊との形を

　あわせたもののようであると説明している。Zimmer[1984:181]は 獅子を トゥルガー女神か

　 ら取り入れたものであると述べている。

25)訳 注27参 照。

26)宮 治昭氏(名 古屋大学助教授)所 蔵の写真によれば,所 蔵博物館の説明に11Cと 記 されて

　いる。
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pLl55](い ず れ もイ ン ドの作例)が あ る。

　 さて,獅 子吼観 自在 が,成 就法 において 表され る過程 をまとめ,若 干の説 明を加え

てお こう。

　 (1)準 備 段階 と して,行 者 は洗顔 などをな し(Nos.17,20,22,23),心 地 の良 い

場所(No.17)や 清 らかな地面(No.25)な どに安楽 な坐(Nos.17,20,22,23,25)

で坐 す ことが記 されている。

　 (2)行 者 は 自らの 心臓に(Nos.20,22,23,25),観 想 の 「場」 と して 月 輪等を

観想 し,そ の上にフ リー ヒなどの種子(文 字)を 観想 する。この段階では行者 の意識

は種子に集約 されてい く。 そ して,(3)の 段 階で は,種 子 よ り発せ られた光 によって

師や仏 や本尊 が行者の現前に引き寄せ られ る。 この過程 は,(2)の 段 階で種子に集約

された意識が光 とともに拡散 し,再 びまい もど って くることを示 していると考え られ

る。

　 (4)供 養 や繊悔 な ど(Nos.17,22,23,25)を な し,「 オーム,私 は空性 とい う智

金剛を自性 とす るものであ る27》」 と真 言(mantra)を 唱 え,空 性 を 加 持(聖 化)

(Nos.17,20,22,23),あ るいは,修 習す る(No.25)。 これ らは自己浄化の行為であ

り,ま た,智 金剛 という知恵 の堅 固なる本質を行者 が本来 もっている ことを確認する

行為で もあ る。

　 (5)再 び 種子を観想 し,蓮 華(Nos.17,22,23,25>あ るいは月輪(No.20)に 変

化 させる。また,そ の上に,種 子を観想 し変 化 させて,蓮 華を観想 し(No.20),さ ら

にその上に,観 自在 の乗 り物 となる獅子を作 り上げる(No.17,20,22,23,25)。 そ

して,獅 子の上に蓮華(No.17),月 輪(Nos.20,22,23,25)を 観 想 し,そ の上にブ

リー ヒとい う種子を観想する。 この過程では,下 方 の蓮華の台座か ら獅子へ,そ して

その上の種子 へと段階的に観想 してい く。

　 上述 した ところの(2)か ら(3)ま で の段階 は,内 的な閉 じられた一つの世界を作 り上

げる過程である。

　 (3)の 段 階で,師 や仏や本 尊が行者 の現前に引 き寄せ られ ると記 されてお り,こ の

段階で は,自 らの心臓 の上に設定 された内的な世界 とは異 なる,自 己の外側の世界が,

あ る程度行者に意識 され てい ることが分 かる。

　 (6)Nos.17,22,23の 成 就法の記述に従 えば,(5)の 段 階で 最後 に観想 した種子 が

獅子吼観 自在の姿に変化す るの と同時に,行 者 と本尊の姿 とが一体化す ると考え られ

27)訳 注11参 照 。
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る28》。No.20の 成 就法の記述で は,本 尊の姿は観想す るが,行 者 と本 尊の姿 とが一

体化す ることは述べ られて いない。No.25の 成 就法 の記述では 次のよ うに述 べ られ

ている。行者 は(5)の 段 階で最後 に観想 した種子 の光によって,如 来 を引き寄せ,自 ら

にそれ らの一切の如来 を入 れて後,自 分 自身 が獅子吼観 自在 の姿を もつ もの と観想す

る。 そ して,心 臓の種子(種 子 よ り発す る光)に よって,智 薩唾(jfianasattva)29》 を

引き寄せ,自 らに入れて,如 来 を遍満 させ,自 らを潅頂(聖 化)す べ きであ るとして

い る。 このよ うな(6)の 段 階の記述の中でも,と りわ けNo.25の 記 述 か らは,行 者

の意識が種子 に集 中 して後,意 識が光 とともに拡散 し,再 び行者の側 に如来 や智薩唾

とともにまい もどる過程がみとめ られ る。

　 この(6)の 段 階において,本 尊 と行者 が一体化す る過程 は,行 者 が,自 らの心臓の

上に設定 した世界の中に,入 り込む過程で もあ る。 この行為によ って,行 者 は,一 つ

のまとま りのあ る閉 じられた新たな世界の中心に 自 らを置 き換え ることがで きると考

え られる。

　 (6)の 段 階を終えた後,観 想よ り起 きる際に,「 オーム,ア ーハ,(フ リー ヒ),シ ン

ハナーダ,ブ ーム,バ ト,(ス ヴ ァーハ ー)」 などの本尊の名の入 った真言を唱える。

　 (7)成 就 法を終えた後,Nos.17,22,23,25の 成 就法で は病気を治癒するための

行為を行 う。それは次の ようであ る。 地面に落 ちていない(直 接,牛 の肛門 より取 っ

た)牛 糞に真言 を唱え,八 つの曼陀羅を作 る。そ して,そ の曼陀羅 に陀羅尼を唱え,

曼 陀羅に塗 った残 りの牛糞を陀羅尼で七回清め,病 人 に塗 る。 このよ うな行為はNo.

21の 陀 羅尼に も記 されてい る。

　 以 上が,獅 子吼観 自在の成就法 と陀羅尼 の要 旨であ る。

　 SMの 記述は,行 者 が観想の覚 え書 きと して作成 した ものであ る。従 って,彼 らに

とって は当然の こととして,あ るいは,師 か ら弟子へと口伝 され るもの として 内容 が

省 略されることが多 々ある。 テキス トにこの ような性格 があ るとはいえ,こ こで は,

テ キス トの記述に則 し,観 想 にお ける行者の 内的 な世界の動 きを再構成することに努

めた。

28)No・17の 成就法には 「・・そ[の 白いフリーヒの字]を 変えて,獅 子吼[観 自在]の 姿をもつ

　ものを自分自身であると見るべきである」 と述べられ,そ の後に本尊の尊容が記されている

　 (No・17訳 文 中の(2.2.1))。 また,　Nos,22,23の 成就法には 「・・フリーヒの文字より生 じた,

　獅子吼観自在の姿をもつものを 自分自身であると瞑想すべきである」と述べ られ,そ の後に,

　 本尊の尊容が記されている(Nos.22,23訳 文中の(2.2.1))。 これらの言語表現に従えば,本

　尊の姿が種子(文 字)か ら変化する,あ るいは,出 現することと,行 者が本尊の姿と一体化す

　ることとは同時であると考えられる。

29)訳 注105を 参照。
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略 号

(1) SM:  Sadhanamtild

(2}SMの テ キ ス ト校 訂 に使 用 した校 訂 本 と写 本 は以下 の 通 りで あ る。

　 B:翫 幽〃朋〃瞬 δ(B・バ ッタ チ ャルヤ に よ る校 訂本)

　 Sl:東 京 大 学所 蔵 サ ンス ク リッ ト写本[MATsuNAMI　 1965:　No・　451]

S2:同 上

S3:同 上

S4:同 上

 [MATSUNAMI 1965: No. 452] 

 [MATSUNAMI 1965: No. 453] 

 [MATSUNAMI 1965: No. 454]
S5:京 都大学所蔵サンスクリット写本

S6:同 上

 [GosmivrA and NOGUCHI 1983: No. 119]

 [GosmmA and  NOGUCHI 1983: No. 120]
S7:ネ パール国立考古局内文書局所蔵サンスクリット写本  [Nepcilardjakiya-Virapustakcilayastha-

pustakcindm  Brnatsticipatram Vol. 39: No. 3-387]

{3)チ ベ ッ ト訳 テ キス ト

D:デ ルゲ版西蔵大蔵経: The Nyingma Edition of the sDe-dge bKa'-gyur and  bsTanigyur sponsored

by The Head Lama of the Tibetan Nyingma Meditation Center Vol. 61.  Oakland: Dharma 

Publishing.

P:北 京版西蔵大蔵経: Tibetan  Tripitaka, the Peking Edition, Suzuki Foundation.

　Tl,　T2,　T3は 凡例参照。

ω 校訂中の語句に関するもの

 om.  :  omit  (s) 

 ins.  :  insert  (s)

凡 例

1.　 サ ンス ク リッ トテ キ ス トはB(PP・47-48,51-54)を 底 本 と し,次 の サ ンス ク リッ ト写 本 を参

　照 して 校 訂 した。N・ ・17か らN・ ・25ま で の番 号 はBに お い て 付 け られ た成 就 法,陀 羅 尼 の番

　 号で あ る。

{ No.17 1 No.20 1 No.21 1 Nos.  22,  23 { No,25

S1

S2

S3

S4

S5

S6

S7

18b4-19b1

13b3-14a5

18b3-19b1

12al1～13al

33a4-34b5

31b6-33a1

20a2-20a6

14a9-14b3

20a2-20a6

13a1(》-13b3

35b4-36a5

33a6-33b5

20a6-20b3

14b3-14b5

20a6-20b3

13b3-13b6

36a5-36b4

33b5-34a2

20b3-21a4

14b5-15a1

20b3-21a4

13b6-14a3

36b4-37b2

166a9-167a6

34a2-34b4

24bl-25a3

17a7-17b7

24b1-25a3

16a8-16b7

43a6-44b3

34b4-35bl

2・　 チベ ット語のテキストは次のデルゲ版を底本とし,北 京版を参照 して校訂した。

　　西蔵大蔵経中には,Bに 対応する訳が,三 つのグループに分 かれて収 められていることが

522



佐久間　　インド密教の図像学的資料(1)

吉 崎[1979:15-31],酒 井[1950:117]に よ って 紹 介 されて い る。各 グル ー プ に対 応 す るデ ル ゲ

版 と北 京 版 の ナ ンバ ー は次 の通 りで あ る 。

　 Tl　D:Nos.3143-3304,P:Nos.3964"4126

　 T2　D:Nos.3306-3399,　 P:Nos,41274220

　 T3　D:Nos.3400-3644,　 P:Nos.4221-4466

　 Bに お け る各 々の成 就 法,儀 軌,陀 羅尼 に対応 す るデ ルゲ 版,北 京 版 の 箇所 は,吉 崎 【1979:

29],奥 山[1989:391-393]に よ って 比 定 されて い る。 そ れ に よれ ば,こ こで 使用 した 成 就 法,

陀 羅 尼 の 該 当箇 所 は 次 の通 りで あ る 。

No. 17

No. 20

No. 21

Nos. 22, 23

No. 25

T3: No. 3414

 T1: No. 3155

 T1: No. 3156

 T1:  No.  3157

T2: No. 3329

T3: No. 3418

D

T3: No. 3418

T3:  No.  4235

 Ti:  No.  3976

 T1:  No.  3977

 Ti:  No.  3978

T2:  No.  4150

T3:  No.  4239

P

T3: No. 3419 T3:  No.  4240

T3: No. 4238

3,テ キス トと翻訳につけた番号は筆者が成就法,及 び陀羅尼の階梯を整理するために付けたも

　のである。但 し,こ れらの細分を示す番号は各成就法間の対応関係を示さない。例えば,No.

　 17の 成就法の(2.ユ.3)は,No・20の 成就法の(2.1.3)と 対応 しない。

4.　 [　 ]は 筆者が補ったものである。

5.　 ()は 筆者が言い替えたものである。

6.必 要に応じて小見出しを 〈 〉の中に記 した。

4　和 訳 と 訳 注

No.17

　　　　　　　　　　　 獅子吼1[観 自在]に 礼拝 します。

(1.1)　 　 〈帰命文〉

　　　　　一面二腎で[身 体 は]白 く,三 眼で,獅 子の乗 り物 に坐 し,一 切の病 を取 り

　　　　　除 く,獅 子吼 尊を私 は賞賛 します。

(1.2)　 　 〈観想 の準備〉

　　　　　まず最初 に,行 者 は,口 すす ぎ2な どをな し,心 地 よい場所3で,安 楽な 、

　　　　　坐 り方4で 坐 して,

(2.　1.　1)　 白いア5の 字よ り変わ った月輪6を[観 想 し],そ の 上にあ る,白 い フリー
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　　　　　 ヒ7の 字を[自 らの]心 臓 のところで観想すべ きである。[そ して,]そ の(ブ

　　　　　 リーヒの字の)光 によって三界を照 らし,色 究寛天8に 住 する獅子吼[観 自

　　　　　在]と 一 切の師 と仏 と菩薩を引 き寄せ,現 前 の空 中に とどめて,

(2.　1.2)　 次 に,供 養 と臓悔 など9を な し,四 梵住10を 修 習 して後,「11一 オ ーム12,

　 　 　　　一切法 は空性 とい う智金 剛の 自性 をもつ ものである。 オーム,私 は空性 と

　　　　　いう智金剛の 自性を本質 とす るものであ る一11」と,こ の真言 に よって 空

　　　　　性を加持13す べ きである。

(2.　1.3)　 次 に,誓 願 を憶念 して,白 いパムの字 より変 わ った14一蓮華を[観 想 し],

　 　 　　　その上に,白 いア15の 字 よ り変わ った一14月輪 を[観 想 し],そ の 上に白い

　　　　　アーハ16の 字 よ り変わ った白い獅子を,そ の上に,白 い アム17の 字 より変

　　　　　わ った白い蓮華を[観 想 し],そ の うてなに広 が りつつあ る光の集ま りを も

　　　　　つ 白いフ リー ヒ18の 字を[観 想 して後],

(2.2.1)　 〈本尊と行者が一体化す る観想〉

　　　　　 その一切を変 えて,獅 子吼[観 自在]の 姿を もつ もの19を 自分 自身であ ると

　　　　　見 るべ きである。

(2.2.・2)　 全 身が 白 く,一 面二 腎で,三 眼を もち,髪 髪冠20を つ け,頭 に阿弥陀[の

　　　　　化仏]21を つ け,獅 子座22に お いて,輪 王坐23で 坐 し,虎 皮の衣をまとい,

　 　　　　五つの如来24が[ま わ りに]広 が り,肩 に揺れ動 く五つの紐25を つけ,半 月

　　　　　 によ って飾 られてい る[獅 子吼 観自在]と

(2.2.・3)　 [その]左 手にあ る白い蓮華の上 に白い剣を,そ の近 くにあ る白い蓮華の上

　　　　　 に様 々なよい香 りのす る花で満ちた白い頭蓋骨を[観 想 し],

(2.　2.　4)　 [本尊の]右 側には,白 い蓮華の上に,白 い蛇の巻 き付 いた 白い三戟26を[観

　　　　　 想すべ きである]。

(2,　2.　5)　 この ような本尊27を 瞑想 して後,瞑 想 によ り疲れた行者 は,真 言を唱え る

　　　　　 べ きであ る。 この場合 にはこれが真言28で あ る。 「オーム,ア ーハ29,シ

　 　　　　 ンハ ナーダ,ブ ーム30,バ ト,ス ヴ ァーハ ー」

(3.　1)　 　 31一この とき,規 定 された行為[は 次のごと くであ る]。 像の形に作 られた,

　 　　　　 あ るいは布 に描かれた一31本 尊 の 前で,32一 曼 陀羅 ごとに,-32一 回 の陀羅

　　　　　 尼33を[唱 え るべ きである]。

(3.　2)　 　 〈陀羅尼〉

　　　　　 その陀羅尼 は次 のごと く続 く。 「三法に帰 依 します。 大層慈悲深 き聖観 自

　　　　　 在に,菩 薩に,摩 詞 薩34に 帰 命 します」。そ[の 陀羅尼]は 次 のごと く続 く。
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　 　 　　　35-「rd　一ム,ア カテー,ヴ ィカテ ー36,ニ カ テー37,カ タ ムカテー38,カ

　 　　　　ロタヴ ィールイェー39,ス ヴ アーハ ー」-35

(3,3)　 　 地面に40落 ちていない牛糞41に 真言 を唱え,[そ の牛糞で]八 つの曼陀羅を

　　　　　作 るべ きであ る。

(3.　4)　 　 曼陀羅 ごとに,十 三 回陀羅尼を唱え,各 々の曼陀羅に塗 られて も残 った牛

　　　　　糞 に七回真言を唱え,そ[の 残 りの牛糞]を 病[人]に 塗 るべ きであ る。

(3.5)　 　 〈観想 の功徳〉

　　　　　第七 日,第 十三日,第 二十一 日に,造 作五無間罪42を なす ものた ちです ら

　　　　　成就す る。 もし,成 就 しないな ら私 は造作五無間罪を なす もの となろ う。

　　　　　　　　　　　 獅子吼[観 自在]成 就法 は終わるa

〈奥付 け〉

それをな して後,私 が富と繁栄を得た ところの,そ の獅子吼 尊の成就法に より,人 々

は43健 康 になるだ ろう。 これは学者であ るアヴ ァ ドゥータ ・シュ リーア ドヴ アヤヴ ア

ジュラ様44の 作であ る。

訳 注

1　 p・518注22参 照 。

2　 サ ンス ク リッ トはmukhagucanaで あ る 。　mukhaに は 「顔 」 あ るい は 「口」 のこ二つの 意

味 が あ る。B6htlingk[1868:807]はmukhamgodhanaが 「口を すす ぐこ と」を 指 す と述

べ て お り,本 文 の場 合 も,こ れ と同 様 に'mukhaは 「口」 を指 す と考 え られ る。

3　 この他,B(PP.1,28,38,54,254,419)に お いて は観 想を な す べ き場 所 と して,庭 園 の

小 屋(irimalayana),祠 堂(devagrha),人 気 の な い庵(vijanilaya),人 気 の ない 山の 洞窟

(vijanagiriguhE),ガ ナ(悪 鬼)の[い る]墓 場(ghana§ma語na),祭 式 の ため に平 た くされ た

地 面(catvara),精 舎(vihara)等 が あ る。 な お,　Bに お け る観 想 の 場 所 につ い て 詳 し くは

清水[1976:60-62]を 参 照 。

4　 isanaに は,「 坐 り方 」 あ る い は 「座 」 の 二 つ の意 味 が あ る。　T3は これ を 「座 」 とい う

意 味 に解 して い るが,こ こで は次 のよ うな 理 由か ら 「坐 り方 」 と解 した 。Nos・22,23の 成

就 法 に はmrduviStare　 upavigya　 sukhasanasthab(柔 らか い座 に坐 り,安 楽 な坐 り方 で坐

　 し)と 述 べ られ て お り,vistaraは 「座 」 を,　 asanaは 「坐 り方」 を 指 す もの と して使 い

分 けて い る 。Bhattacharyya[1968:433]は,　 sukhasanaを どん な 安楽 な 坐 り方 を も指 す

　 と して い る 。

5　　S2,　S3,　S5,　S　7:arP,　S4:0rPo　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 °

6　 成 就 法で は,行 者 は最 初 に観 想 の対象 を生 み 出 す 「場 」 と して,自 らの心 臓 に 月輪 あ

るい は 日輪(太 陽 の輪)を 観想 す る。

7　　S1,　S3-S5:h】rio

8　 三界(欲 界,色 界,無 色界)の 内,色 界 に は,十 七 の 天 があ る。色 界 は禅定 に応 じて四
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つの段階に分けられる。そのうち,第 四の禅定には下から順に,無 雲天,福 生天,広 果天,

無煩天,無 熱天,善 現天,善 見天,色 究寛天という八つの天が存在し,色 究寛天が色界の

最上に位置する(『冠導阿毘達磨倶舎論』VoL　 18,2a)。 これに関する

(p.111,24-27)の 原文 は以 下 の 通 り で あ る。

AbhidharmakoSabhaiya

caturtham  anabhrakah  punyaprasavah

 brhatphalah  abrha  atapah  suc:gah  sudarAana  akan4tha ity  etani  saptadagasthanani 

 rCipadhatub.

9　 七 種 無 上 供 養(saptavidhanuttaraptij5)を 示 す もの と考 え られ る 。 こ こで は,供 養 と餓

悔 な どの 具 体 的 な内 容 は示 され て い な いが,No.24の 空 行 世 自在成 就 法(B,　 P・55)で は,

花,香 水,燈 明 な どで 師 と仏 陀 と菩 薩 を 供 養 し,懺悔 を表 す 偶文 を唱 え る こ とが述 べ られ

て い る 。清 水[1976:65-69]に よ る と,Bで は七 種 無 上供 養 の 内容,順 番 は,一 定 して

い な い が,多 くの もの は懺悔(P互padegan5)か ら数 え る もの と礼 拝(vandana)か ら数 え る

　もの と の二 種 に大 別 され る 。 この よ うに供 養 と懺悔 な ど(pujapapadesanadi)と 示 さ れ る

例 は こ の他,B(PP.53,417)に あ る。 ま た,　B(P・466)で は供 養 を は じめ と して,懺悔,

随 喜(purPyinumodana),廻 向(p叫yapari垣man司,三 帰 依(tri`arapagamana)が 示 され

　て い る 。

10No・24の 空行世自在成就法では,慈 悲喜捨を表す偶文を唱えることが述べられている

　 (B,P・57)。 四梵住は,有 情が楽を得ることに心を向けて三昧に入ること(慈),有 情 が

苦を離れることに心を向けて三昧に入ること(悲),有 情が楽を得,苦 を離れることに心を

　向けて三昧に入ること(喜),有 情が平等であり,親 しみや怨みがない ことに心を向け

　て三昧に入ること(捨)で ある(『冠導阿毘達磨倶舎論』v。1・　29,1b-2a)。 これに関する

 Abhidharmalco.iabhiiga (p・453,3-5)の 原 文 は以 下 の 通 りで あ る。 sukhita vata  sattva iti

manasi kurvan  maitrim samapadyate.  dubkhita vata  sattva iti  karunam  modantam vata 

 sattva iti  muditam  sattva ity eva manasi kurvann  upekam  samapadyate.

11　 これと同様の真言はGuhyasamajatantra(P.11)に もみとめられる。それについて立川

　[1987c:12]は,こ の真言に含まれる 「自性」(svabhiva)と いう語が肯定的な意味で用い

　られていると指摘している。この 「自性」は,行 者が懺悔等を行い,四 梵住を修習するこ

　とによって自己を浄化した後にも残る,否 定されない 「核」のようなものを意味すると考

　えられる。 そして,真 言の言葉に従えば,金 剛のごとき知恵の自性をもつものは,空 性

　 (最高の真理)で あり,私(行 者自身)で あると解釈される。

12B:「 オーム」省略。

13渡 辺[1982:548-549]は,い わゆる原始仏典と大乗経典のみの資料から 「加持」(サ ン

　スクリット:動 詞adhiV頭;名 詞adhiVs'tthana;動 詞過去受動分詞adhiSthita)を 定義 し

　ているが,そ の一部を引用すると次のごとくである。「動詞本来の意味は"強 力に立つ"で

　あるが,原 始仏教経典以来多くの経典の使用例からみれば仏または菩薩が衆情を守護し教

　化し指導する目的で,慈 悲心から超自然的な現象を生ぜしめることであり,神 々や人々も

　時にはその能力をもつことができる」。 またSkorupsk三[1983:109]は,加 持(adh丘§thina)

　 が 「力を与えること」,「祝福すること」,「聖化すること」を意味すると述べている。そし

　て,仏 陀や様々なタントラの神々,あ るいは,完 成 した ヨーガ行者は他人に伝えることの

　できる固有の力をもち,こ れらの力が他人に伝えられたとき,他 人にある行為をさせたり,

　 その内的な性質を変えさせることができると説明している。以上の諸説を参考にして,本

　文における 「加持」の意味を考えると次のごとくである。即ち,こ こでは行者は真言を唱
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えることによって自らを加持すると考えられる。行者には空性という最高の真理が威力を

もつものとして捉えられており,そ の力によって行者は自らを浄化させるものと理解され

る。

14  Sl,  S3—S5,  S7: 

15  S2:  arpo 

16  Sl,  S5:  as 

17  S5  ao

18  Si:  hrio

省略。

これは種子(bija)と 言われるもので,　SMの 成就法では行者はこれを尊格に

　 変 化 さ せ る。 このhrihと 言 う種 子 は 獅 子 吼 観 自在 の 成 就 法 だ けで な く他 の観 自在 の成 就

　 法(B,PP.29,31,33,36,46,65),ク ル ク ッラー 成就 法CB,　 PP・358,365,375,382,384)

　 に数 多 くみ られ る 。 また,SMの 金 剛座 尊 成 就法(B,　 P・18),般 若 波 羅 密成 就 法(B,　P・322)

　 に述 ぺ られ る阿 弥陀 の種 子 で もあ る。

19T3は 「もつ もの」 を省 略 。

20頭 髪 を,冠 の よ うに高 く結 い上 げ た 髪型[逸 見 　 1935:339]。

21　 この他,阿 弥 陀 を化 仏 とす る観 自在菩 薩 はB(pp.40,43,46,47,51,53)に 数 多 く述 べ

　 られ て い る 。 一 方,阿 弥 陀 以 外 の化 仏 を もつ け る 観 自在 菩 薩 が あ る。 例 え ば,金 剛 法

　 Vajradharma尊(B,　 p・33)は 五仏 を 化 仏 と し,世 間 主Lokanatha尊(B,　 p・49)は 金 剛法

　 尊 を化 仏 とす る。 なお,獅 子吼 世 自在 の彫 像 例 に お いて 阿 弥陀 を化仏 とせ ず,塔(st蕨pa)

　 をつ け る例 があ る[BANERJ　 I　 1933:p1.34c]。

22Liebert[1976:271]は,獅 子 座(sirphisana)が,四 本 の獅 子 の足 を と もな った 座,あ

　 るい は,獅 子 に よ っ て 支 え ら れ た 蓮華 の 座 で あ る と述 べて い る。 ま た,Gupte[1980:

　 20]は,獅 子 座 は四本 足 を もち,長 方 形,ま た は 円形 を し,四 本 の足 が小 さな 獅 子 でで き

　 て い る と説 明 して い る。 本 文 中(2.1.3)に 述 べ られて い る よ うに,こ こで 述 べ られ た獅 子

　 座 とは蓮 華上 の 月輪 に あ る 白い蓮 華 を背 負 った獅 子を 指 して い る と考 え られ る。獅 子吼 観

　 自在 の獅 子座 をFoucher[1905:31],　 Poussin〔1909-1953:260],　 Mallmann[1948:190】,

　 Getty[1962:60]は,剣 な ど と並 ん で,文 殊 よ り取 り入 れ た特 徴 で あ る と説 明 して い る。

　 ま た,Zimmer[1984:181]は,獅 子座 を,「 観 自在 の女 性 的特 性 の優 位 と一 致 した 女 神 で

　 あ る,ド ゥル ガ ー の乗 り物(獅 子)よ り与 え られ た もの」 と述 べて い る 。

23転 輪 聖 王 の坐 法 で,輪 脚,ま た は輪 王脚 と も言 われ る。 左足 を深 く内方 に屈 し,左 膝 を

　 直 立 させ る もので あ る と,逸 見[1935:166-167]に 述 べ られて い る 。 また,『 金剛 頂 経 一

　 字 頂 輪王 喩 伽 一切 時虜念 論 成 仏 儀 軌』(不 空 訳　 大 正 蔵No・957,　 Vol.19,　 P.326b-c)に は,

　 「或 作 輪 王 坐,交 脚 或垂 一,及 至猫 膝 竪,輪 王三 種」 と述 べ られて い る 。即 ち,足 を交 差

　 す る もの と,一 方 の 足を 垂 らす もの と,一 方 の膝 を立 て る もの の三 種 の輪 王 坐 が説 かれ て

　 い る。

24Foucher[1905:34]は 「五 つ の仏 が,そ[の 獅 子 吼観 自在]の 身体 よ り広 が りつつ 」 と訳

　 し,さ らに脚 注 に おい て,造 像 例[FoucHER　 I905:丘g.2]に お け る背 板 上 部 の縁 にみ ら

　 れ る五つ の仏 で あ る と述 べ てい る。

25 T3: rol pa'i dpa' bo  Ina  dan.  zla ba phyed pas brgyan pa (変化した五英雄と半月に飾

られ た)。 この よ う にT3は,-paficaciraを,-pahcavira(五 英雄)と 解釈 して い る 。ま

た,Mallmann[1948:189],は,　 arpsalulitapaficacirarpを 「肩 に はた め く五 つ の細 い紐 」

と解 釈 して い る。Mallmann[1948:190]は,こ れ を乗 り物 で あ る獅 子 と同様,文 殊 よ り
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取り入れたものであると述べている。

26三 戟 とは,元 来,シ ヴ ァ神 の持 ち物 で あ り,三 股 の戟 を 指 す 。 この他,本 尊 の 特徴 で あ

　 る,三 眼,虎 皮 の衣,頭 蓋 骨,半 月 な ど も同様 で あ り,こ の 尊 が,シ ヴ ァ神 よ り強 い影 響

　 を 受 けて い る こ とを 示 して い る[MALLMaSN　 l948:187]。 なお,シ ヴ ァ神 の 戟,三 眼,

　 虎 皮,頭 蓋 骨 は シヴ ァ神 の特 徴 と して 漁 励 版7磁(xiii,14,1193　 xiii,127,18,40;xiii,

　 128,14)に 記述 され て い る。

27以 上 の ご と く,獅 子 の上 に坐 し一 面 二骨 で 蛇 の巻 き付 い た三 戟 を と もな うな どの特 徴 を

もつ獅子吼観自在の作例は,次 の図版 に紹介 されてい る。インドの作例: [WADDELL
1894: pl. 1; FOUCHER 1905: fig. 2;  BANERJ  I 1933:  p1. 34c; MALLMANN 1948:  pl.  13; 

BHATTACHARYYA 1968: fig. 99, 101;  ritili 1968:  p1. 86; HUNTINGTON 1984:  p1. 155;

 Z  IMMER 1984:  p1. 321;  MURHOPADHYAY 1985: fig. 5, 6; NATH 1986: pl.  VB10 不
パ ー ル の 作 例:[ア モ ー ガ ヴ ァ ジ ュ ラ　 1982:7;立 川 　 1986:74]。 ラ マ 教(中 国 ・チ ベ

ッ ト)の 作 例:[CL想K　 1965:p1・A,6A34,　 B,161;GRtiNwnDEL　 1970:ABB・ 　104;逸 見

1975:pl・551;LoKEsH　 GHANDRA　 l986:pL　 640,2297;頼 富 　 1982:202]。

28本 文の文脈における真言(マ ントラ)の 意味を考える前に,マ ントラについて略説して

　おく。Bharati[1965:103]は,「 真言」のサンスクリット:mantraが,「 考える」という

　動詞の語根Vmanと,手 段,道 具を示す接尾語 一tra(Panini:3,2,181)と が接合 してでき

　たものであると述べている。歴史的にはマントラは古 くはヴェーダの時代より存在してい

　た。マントラは,あ る種の威力をもち,ブ ラフマン(祭 官)は マントラを用いることによ

　 って神々を支配し,ま た,神 を呼び出すことができたとCrooke[1910-1953:441]は 述べ

　ている。ヴェーダの伝統では,四 種のマントラがあるとされている(Katyayana srautasutra.

　 1・3・1)。それらはBuhler[1901:97]・Staal[1989:48]の 解説によれば,リ グ ・ヴェーダ

　の韻文(rc),ヤ ジュル ・ヴェーダの咳く文句(yajus),サ ーマ ・ヴェーダの歌詠(saman),

　 ヤジュル ・ヴェーダの一種に属 し,大 きな声で唱える文句(nigada)で ある。一方,仏 教

　において,マ ントラは仏教徒が用いるべきものではないとして仏陀によって最初は否定さ

　れていたが,後 に,毒 や腹痛などを治癒するためのマントラは,許 されたようであると

　栂尾[1927:438一mo]は 述べている。マントラは,バ ラモン教だけでな く仏教において

　もヒンドゥー教においても重要な機能をもつようになるが,エ リアーデ[1981:24]は,

　マントラの機能の重要性について次のように述べている。「それ(マ ントラの実際的価値

　と哲学上の重要性)は 第一に,精 神集中のための補助として用いられた諸音素のヨーガ的

　機能であり,第 二に神秘音に関する古代の諸伝統の再評価を通 じての,霊 智主義的シス

　テムと内化された典礼との精密化である」。エリアーデの指摘した第一の点は仏教におけ

　る 「陀羅尼」(訳注33参 照)の 機能の一つともっながるものである。また,ヒ ンドゥー教

　のマントラの一つでもある,何 百万回と繰り返されるジャパ(japa)の 中に,高 島 口989:

　52-53]は,こ のヨーガ的機能をみとめている。第二の点はエリアーデ[1981:26-27]が 述

　べるように,マ ントラのもつ 「神秘的な力」と関係し,そ れによって行者は仏の境地を得

　たり,深 い罪さえも免れるのである。このような効果はバラモン教に属するグリフヤ ・ス

　ー トラ(家 庭経,Grhyasutra)等 にも述べ られているとGonda[1980:214-215]は 指摘 し

ている。そこでは,悪 運,罪,害 悪を遠ざけるなどの働きをもつマントラが述べられてい

　る。さらに,こ のようなマントラの側面は仏教の陀羅尼や明呪(vidya)に もみとめられる。

　このマントラのもつ威力は,マ ントラがその指 し示 している 「事物」であるという事実に
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　負 うているとエリアーデ[1981:27-28]は 述べている。例えば,「 般若波羅密多マントラ

　が唱えられることによって,『 女神』の姿をとった 『宇宙的空の真理』とマントラとの直

接的,全 体的な同化が存在する」のである。しかし,こ のようなマントラの 「力」を得る

　ためには,Bharati[1965:106],エ リアーデ[1981:26]が 指摘するように,師 から弟子へ

　とマントラが伝え られなければならないのである。なお,マ ントラには,形 態的に0・P等

　の短いマントラや一つの文章からなるマントラ等がみとめられる。以上の諸説を参考にし

　て,本 文におけるマントラの機能を考えるならば,そ れには,ど ちらかといえば,マ ント

　ラのヨーガ的機能がみとめられる。但 し,本 文中のマントラは,観 想を終わらせるための

　ものであり,む しろ精神集中を解くためのものであると考えられる。

29T3は 「フリーヒ」を挿入する。

30  B:  hutpc,

31 T3:  cko ga 'dis sku gzugs byas  to  yait na ras bris byas la (この儀軌によって,[本 尊の]

像を作り,ま たは布に描き)。

32T3:so　 so'i　mapqala　 byas　la(各 々の曼陀羅をつくり)。

33Waddell[1912:158]に よれば 「陀羅尼」(dh互rani)は,字 義通りには,サ ンスクリッ

　 ト語の語根Vδ厨(保 持する)よ り派生 し,「保持するもの」あるいは 「(呪力の)容 器」を

　意味すると述べている。Waddell[1912:156]は,「 陀羅尼」を定義して 「定形句の仏教

　の呪文であり,ア ニ ミズム的起源をもつ通俗的な発明である。それは長い間慣れてきた外

　的な手段によって,外 界における表面的な恐れや危険から迷信深い人間を守るために仏教

　徒が改作したものである」と述べ,災 難から人間を守護するという,除 災の機能を陀羅尼

　の中にみとめている。頼富[1989b:316--317]は,「 仏教においてr陀 羅尼』が明確な体系

　をもって登場したのは大乗仏教である」と述べ,そ の中で中心的位置を しめる経典が 『般

　若経』(一群の経典の総称)で あると述べている。その中でも特に 『大品般若経』のグル

　ープには 「陀羅尼」が,経 文等を受持 し,記 憶する能力を指す用例がみとめられると述べ

　ている。そ して,頼 富[1989b:331-3341は,こ のような陀羅尼の他にも,神 秘的な威力

　をもつ陀羅尼が形成され,後 世,初 期密教などでは,除 災招福等の現世利益を目的とする

　神呪(マ ントラ,真 言)と 同化 した陀羅尼が成立したと述べている。以上の意見を参照す

　れば,陀 羅尼は,少 なくとも,経 文を記憶する能力を指す場合 と,除 災,招 福の機能をも

　つ場合とがあると考えられる。この成就法では,牛 糞を用いて曼陀羅を作 った後,残 った

　牛糞に陀羅尼が唱えられる。そして,陀 羅尼が唱えられた牛糞を病人に塗ることによって,

　病気が治ると述べられている。この場合の陀羅尼には,現 世利益を目的とした除災の機能

　があると理解される。

34S4は 「摩詞薩」を省略。

35　 同様の真言はGuhJasama'ijatantrα(P・60)にもみられる。

36　 「ヴィカターよ」。vikateはvikataの 女性形の呼格(vocative)と 考えられる。vikataは

　 Edgerton[1970:479]に よればヤクシャ(神 霊)の 名称である。

37S1:trikate　 S2,　S3,　S4:trikateを 加える。S5:省 略 。

38　 「カタンカターよ」。katarpkataはEdgerton[1970;164]に よればヤクシャの名称で

　 ある。S1:katakarpte。

39　 「頭蓋骨の英雄よ」。この語はkarotavirya(頭 蓋骨の英雄)の 女性形の呼格と考えられ

　 る。また,こ の語は,マ ハーバー一ラタに,シ ヴァ神の千の名前の一つとして記されている
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 (Mandbhdrata, XII, Appendix 1, No. 28,  209). S2, S3: karotaviryya, S4:  rotavirya.

40B,　 S1-一一S5,　S7は 「地面に」を省略。

41牛 の肛門より直接採取された牛糞を示す。

42次 の五つの罪である。母を殺害すること(害母)。父を殺害すること(害父)。 阿羅漢を殺

　害すること(害阿羅漢)。僧伽の団結を破ること(破和合僧)。悪心をもって仏身の血を出す

こと(悪 心出仏心血)(『 冠導阿毘達磨倶舎論』Vol.17,15a)。 これに関する

 koSabhekya (p. 259, 8-9) の原文は以下の通りである。

 Abhidharma-

palicanantaryani  karmavaranam.

 tadyatha  matrvadhah pitravdho  arhadvadhah  samghabhedab  tathagatagarire  dustacitta-

rudhirotpadanam. Mahclvyutpatti  [IsitniAmA and  FUKUTA 1989: 122-123]

の五無間罪が述べ られている。原文は以下の通りである。

にも同じ内容

No. 2334  matrghatab (Tib. ma

bsad pa), No. 2335  arhadvadhati (Tib. dgra bcom pa bsad pa), No. 2336  pitrghatab (Tib. 

pha bsad pa), No. 2337  samghabbedah (Tib. dge 'dun gyi dbyen byas pa), No. 2338 
 tatnagatasy5ntike  dugacittarudhirotpadanam (Tib. de  biin  ggegs pa  la  han sems kyis 

khrag phyun ba).

43  T3: mgon  po sets ge sgra  dais ni 'gro ba rnams ni (獅子吼[尊]と 人々は)。

44Bの 序 文(p・XGI)にAdvayav勾raほ,一 般 にAvadhUtip蕊 と して 知 られ,こ の成 就 法

　 の 他BのNo.　 217(Vajrav互r5hi-s互dhana)とNo・251(Sapt5kSara-sidhana)の 二 つ の成 就

　 法 の 著者 で あ る と述 べ られて い る。

No。20

獅子 吼45[観 自在]に 帰 命 します。

(1)　 　 　 〈観想の準備〉

　　　　　最初 に口すす ぎなどをな し,安 楽な坐 り方 で46坐 して,

(2.1.　1)　 行者 は自 らの心臓の 日輪に,ア ーハ47の 字 を見て,眼 前 に師 と仏陀等を導

　　　　　いて来 て,臓 悔 などを なすべ きであ る。

(2.　1.2)　 次 に,空 性 を了解 し,加 持 し,誓 願を憶念すべ きであ る。

(2.1.　3)　 次 に,ア48の 字 よ り変 わ った49一 ブームの字 を[観 想 し],そ れ(フ ームの字)

　 　　　　よ り変わ った月[輪]を[観 想 し]-49,そ の 上に,オ ームの字 より変わ った赤

　　　　　い蓮華 を[観 想すべ きであ り],

(2,L4)　 そ の上に,50一 ア ーハ51の 字 よ り変わ った一50白 い獅子を,そ の上の月[輪]

　 　　　　に,フ リー ヒの字 よ り生 じた獅子吼 尊を[観 想 すべ きであ り],

(2.　1.5)　 [獅子吼観 自在は,身 体が]白 く,髪 讐冠をいただ き,三 眼を もち,二 腎で,

　 　　　　苦行者の衣をまとい,輪 王坐で坐す。

(2.1。6)　 52一左 手 よ り延びた一52蓮 華の上に,燃 え さか る上向 きの剣を[観 想 すべ き

　　　　　であ り],右 側 に53一白い蛇の巻 き付いた白い三戟を,～53左 側 に様 々なよい
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　　　　　 香 りのする花に よって満た された 白い頭蓋骨を[観 想すべ きであ り],

(2.1.7)　 阿弥 陀[の 化仏]54を い ただ き,五 つの如来が[回 りに]広 がって おり,偉 大

　　　　　 な変化 身55を もつ[獅 子吼観 自在]を 瞑想すべ きで ある。

(2.1.・8)　 唱 える真言は,「 オ ーム,ア ーハ,フ リー ヒ,シ ンハナーダ,フ ーム56,バ

　　　　　 ト」である。

　　　　　 57一以 上が獅子吼世 自在成就法であ る。-5?58

訳 注

45P.518注22参 照 。

46  Tl:  bde  ba'i  stan  la, T3 stan bde ba  la (安楽な座に)。訳注4参 照。

47  SI,  S3,  S4:  a0

48 S2:  ab, SI, S3, S4, S5: a, S7:  am,

49  B,  S7:

50 SI:

省略。

省略。

51 S3, S4:  ao 

52  T1:  phyag  g'yon  pa  na  gnas  pa'i

53 T3: rtse gsum dkar  pa bsnams pa

(左手にある…)。

(白い三戟を観想する)。

54  Ti  : dbu rgyan  la mi bskod pa bzugs

55 「変化身」 (nirma-nakaya)

(宝冠に阿閤がおり…)。

は,法 そのものの体現である 「法身」 (dharmakaya) を基盤

として衆生を教化するために現れた,肉 体をもつ現実的な姿をとった仏の身体である。

56 B,  S2:  hum°

57  T3:

58

省略。

Tlに は dge  slot tshul khrims rgyal mtshan  gyis bsgyur ro (比 丘 ツ ル テ ィ ム ・ゲ ル ツ

エンが訳した)と いう奥付けがある。

No.21

　　　 　　　　　　 　　　　　 三法に帰命 します。

(1)　 　 　 〈陀羅尼〉

　　　 　 大層慈悲深 き聖観自在 に,59一 菩 薩に,摩 詞薩に帰命 します。 そ[の 陀羅尼]

　 　　 　　は次のごと く続 く。 「オー ム,ア カテー,ヴ ィカテ ー60,ニ カテー,カ タ

　　　 　　ムカテ・一　61,カ ローテー62,カ ロタヴ ィール ヤ6概 ス ヴ ァーハ ー」

(2・1.)　 　 これ らの陀羅尼を,尊 とき聖観自在 の一59前で64一夜 明け ごとに一64,地 面 に

　　　 　 落 ちていない牛糞65を 用いて八つの曼陀羅 を作 り,曼 陀羅ごとに十三回唱

　　　 　　えるべ きである。

(2.　2)　 　 次に,七 回,牛 糞の残 りに真言 を唱え,病 人に塗 るべ きであ る。
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(3)　　　 〈功徳〉

　　　　　一切の病を鎮める。66一第七日,第 十三日,第 二十一 日に,造 作五無間罪を

　　　　　なしたものたちさえもが成就 しないなら,私は一66造作五無間罪をなす もの

　　　　　となろう67。

　　　　　　　　　　　獅子吼[観 自在]の 陀羅尼は終わる68。

訳 注

59S4:省 略 。

60「 ヴ ィカ タ ー よ」。 訳 注36参 照 。

61「 カタ ンカ タ ーよ 」。 訳 注38参 照 。

62「 頭蓋骨よ」。S5 karotake0

63「 頭蓋骨の英雄よ」。訳注39参 照。

64  Ti:  nail bar

SI:  katakamtet,

S3, S7:  karotavirye, S5:  rotaviryyao

(夜 明 け に),T3:省 略 。

65  Ti:  sha mor ba'i  lci ba (朝の牛糞)。

66 T2: gal  te ni ma bdun nam bcu gsum mam ni su rtsa gcig  to byas nas  mtshams med

pa  Ina byas pas kyan 'grub par 'gyur  ro/gal  te ma grub na de'i (も し,七 日,十 二 日,

二十一日に行うなら,造 作五無間罪をなしたものたちも,成 就するだろう。 もし,成 就

しないなら,こ の…)。

67  T1:  has sans rgyas bcom  ldan 'das rnams bslus par  yari 'gyur ro  (f.tat,  Z1L, -'4.4

薩をだますものとなろう)。

68  T1 ;C 11 dge  sloe  tshul khrims rgyal mtshan gyis bsgyur ba'o (比 丘 ツ ル テ ィム'ゲ ル

ッェンが訳 した)と いう奥付けが加わる。

Nos.22,23

　　　　　　　　　　69一獅子吼70[観 自在]尊 に帰 命 します。-69

(1)　 　 　 〈観想 の準備〉

　　　　　まず最初に,行 者 は口すす ぎなどをな して,?レ 柔 らか い座に坐 り,安 楽 な

　　　　　坐 り方で坐 し,一一71

(2.　1.1)　 自 らの心臓の月 輪に,白 いフリー ヒの字を見て,現 前に,そ[の フ リーヒ

　　　　　の]光 によって 引き寄せ られた,師 と仏陀 と菩薩を観想すべ きである。

(2,　1.　2)　 その後,供 養 と懺悔 などをな し,空 性を修 習 して後,72-rオ 　一ム,私 は空

　　　　　性 という智金剛の自性 を本質 とす るものであ る一一72」と,こ[の 真言]に よ

　　　　　って,加 持すべ きで ある。

(2.1.3)　 次 に,す ぐさまパムの字 よ り変わ った,赤 い蓮華?3を,そ の上 に,シ ムの

　　　　　字 よ り変わ った,白 い獅子 を[観 想すべ きであ る]。
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(2.　2.　1)　 〈本尊 と行者が一 体化す る観想〉

　　　　　 その上に74,フ リー ヒの字 より生 じた獅子吼世 自在の 姿を もつ もの75を 自

　　　　　 分 自身であ ると瞑想 すべ きであ る。

(2.2.2)　 [獅子吼 尊は身体 が]白 く,76一 阿 弥陀[の 化仏]と 髪髪冠をいただ き,-76三

　 　　　　 眼を もち,二 腎で,苦 行者の衣 を付 け,輪 王坐で坐 している。

(2.2.　3)　 左 手 より延びた蓮華の上に,炎 の上が る剣 と,右 に 白い蛇の巻 きつ いた 白

　　　　　 い三戟 と,左 によい香 りのす る花によ って 満た された 白い頭蓋骨[が あ り],

　 　 　　　 五つの如来が[回 りに]広 がって お り77,78一 偉 大な変 化の姿を もつ ものを瞑

　　　　　 想すべ きであ る。-78

(2.　2.4)　 唱え る真言 は,「 オーム,ア ーハ,フ リーヒ,シ ンハナーダ,ブ ーム79,バ

　 　　　　 ト」であ る。80

(3.1)　 　 <陀 羅尼>

　 　　　　81一す ぐに陀羅尼 が用い られる。-81「 三 法に帰依 します。 大層慈悲深 き,

　 　　　 聖観 自在に,菩 薩に,摩 詞薩 に82,帰 命 します」。 そ[の 陀羅尼]は 次 のごと

　　　　　 く続 く。

　　　　 「オ ーム,ア カテー,ヴ ィカテー,ニ カテ ー83,カ タ ムカテー,カ ローテ

　　　　　ー84,カ ロ ータヴ ィール イェー85,ス ヴ ァーハー」

(3.2)　 　 86一真言 の供養であ る。-86仏 の前で,夜 明けに,地 面 に87落 ちていない牛

　　　　　糞によ って,八 つの曼陀羅を作 り,曼 陀羅 ごとに,十 三回[真 言 を]唱 える

　　　　　べ きである。

(3.3)　 　 牛糞 の残 りに七回88真 言を唱え,病[人]に 塗 るべ きであ る。

(3.4)　 　 〈功徳〉

　　　　　～切の病を鎮めるだ ろう。 もし,第 七 日,第 十三 日89,第 二 十一 日に,造

　　　　　作五無間罪をなす ものた ちにとってす ら,こ れが成 就 しない なら,私 こそ

　　　　　は造作五無間罪をなす ものとなろ う。

　　　　　 　　　　　　 90一獅子吼[観 自在]成 就法。　9091

訳 注

69S1-S5:省 略,　S6「 オー ム,獅 子 吼[尊]に 帰 命 します 」。

70P.　 518注22参 照 。

71S1-S5,　 S7:省 略,

bde ba  la 'dug ste

 TI: bde ba'i stan la gnas te, T2: bde ba'i gdan  la 'dug ste, T3: stan

(安楽な座に坐 し)。

72  Ti:  om  stop pa  'lid kyi ye  ges rdo rje'i  ran  buin gyi bdag  iiid ni na yin no (オ ー ム,
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空性の智金剛の自性の本質である)。

73  Ti: padma dkar po'o (白い蓮華)。

74  Ti de'i rgyab  to  zla ba la (その背中の月[輪]に)。

75T1,T2,　 T3は 「もつ も の」 を省 略 。

76  Ti:  snail ba mtha' yas  dan ral pa  dan dbu 'gyan can

 rol pa'i thor tshugs can (髪髪をつけて)。

(阿弥陀と髪讐と冠をもち)。

77  T2: sku las de bzhin  ggegs pa  lna 'phro  ba'i gzugs su bsgoms la

T2

(身体 より,五 つの如

来が広がった姿のものとして観想して)。

78  Ti:  lam nan las 'das pa chen po'i skur bsgom par bya ba'o

て観想すべきである),T2:省 略,

(偉大なる浬葉の身体とし

T3: sprul pa chen po'i skur bsgom par byao' (偉大 な

変化の姿として観想すべきである)。

79 B, S4:  hum.

80以 上の成就法はBで は(獅 子吼成就法は終わる)と いう奥付けが続き,以 下の陀羅尼

　文[Bで は,No,23の 陀羅尼]と分かたれている。京大写本(S6)に は,「 以上がサーダナ

　集成の獅子吼世自在成就法139節 」 という奥付けがあり,N・ ・23の 陀羅尼 と分かたれて

　いる。東大写本四種(Sl-S4),京 大写本(S5),ネ パール考古局所蔵の写本(S7),蔵 訳

　 (TI,T2)で は,以 上の成就法は,　No・23の 陀羅尼に直接つながり,そ の最後に,い ずれ

　も 「獅子吼成就法」と記されている。また,バ ッタチャリヤの用いた七種の写本はNo・

　22の 成就法の最後に 「獅子吼成就法は終わる」という奥付けがなく,直 接No・23の 陀羅

　尼に続いている。

81  T2:  Mon du  bsfien pa 'bum phrag gcig bzlas pa bya'o (は じめに,礼 拝者は十万[の 真

言】を唱えるべきである)。

82S1は 「摩詞薩」省略。

83 S2:  nikatac, 

84 S4: karoti, S5:  karokatec, 

85 S2: karotaviryya, S5: rotaviryye, S7:  karovirye,

86  T1: bya ba 'di'i rim pa ni

は), T3: snags 'di brjod nas
(行為 の順番は), T2: 'di'i  lie bar spyod pa ni

(この真言を唱えて)。

(この行為

87B,　 Sl-S7は 「地面に」を省略。

88T2は 「七回」を省略。

89　T2:「 第十四日」。

90B:「 獅子吼陀羅尼は終わる」,　S6:「以上が成就法集成の獅子吼世自在成就法140節 」,

T2:  sefige sgra'i sgrub thabs slob dpon tsandra go mis mdzad pa rdzogs so (師 チ ャ ン ド

ラゴーミ[ン]が おつくりになった獅子吼成就法は終わる),T3:省 略 。

91次 の奥付けが加わる。

mtshan gyis bsgur ro

ルツェンが訳 した)

ris gsyur pa'o

 T1:  pandita ratna ka ra'i ial  via nas dge  sloti tshul khrims rgyal

(師である ラトナーカラがおっしゃるとおりに,比 丘ツルティムゲ

T2:  pandita don yod rdo rje  dark khams pa  lo tstsha ba dge  sloe ba

(師であるトンユードルジェーとカムのひとである翻訳者ワリが訳 した)。
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No.25

(1.1)　 　 <帰 命文>

　 　　　　92私 は,一 切 の病を取 り除 く獅子吼93尊 に帰 命 します。[人 は]観 想 とい う

　　　　　方法 のみによ って,一 切の罪障よ り解脱すべ きであ る。

(1.　2)　 　 〈観想 の準備〉

　　　　　 [行者 は]ま ず最初に,口 のすす ぎなどをな して,清 浄な衣 をまとい,清 ら

　　　　　か な地面に安楽 な坐 り方 で94坐 して後,

(2,1.1)　 自 らの心臓の月[輪]に,フ リー ヒ95の 字 を観想 し,そ[の フ リーヒの字]の

　　　　　光に よって一 切の如来を引 き寄せ,供 養 して懺悔等をなすべ きであ る。

(2.1.2)　 次 に,慈 悲喜捨96を 修 習 し,自 性の清浄 な る[次 の]真 言を,先 に唱えてか

　　　　　 ら空性を観想すべ きであ る。「オーム,一 切法 は自性が清浄であ り,私 は

　　　　　 自性 が清浄であ る。オーム,私 は空性とい う智金剛の 自性を本質 とす るも

　　　　　のであ る」

(2.　1.3)　 その後,97一 自 らの身体を幻にす ぎないものとみて,-9?赤 い ラの字よ り変わ

　　　　　 った赤 い八つの花弁を もつ蓮華 の上に,フ リー ヒの字 か ら変わ った 白い獅

　　　　　子を[観 想すべ きであ る]。

(2.　2.　1)　 <本 尊 と行者が一体化す る観想>

　 　　　　 98"一そ[の 白い獅子]の 上の背中の月[輪]に,-9899一 光輝 くフ リー ヒ100の 字

　　　　　を[観 想 し],そ[の フ リーヒの字 の光]に よって[如 来た ちを]引 き寄せて,

　 　　　　 自らに一 切の如来 を入れて後一99,自 らを 獅子吼 観 自在 の 姿をもつ もの101

　 　 　　　であ ると観想すべ きであ る。

(2.2.2)　 [身 体は]白 く,三 眼で,髪 讐冠をつけ,装 飾物をつ けず,虎 皮の衣をま と

　　　　　 い,獅 子の座に坐 り,輪 王坐で[坐 し],月[輪]の 座を もち[即 ち,座 に坐

　　　　　 り],月 の光を もて る[獅 子吼観 自在コを観想すべ きである。

(2.2.3)　 右 に102,白 蛇 によって巻 き付 かれた白い三戟を[観 想 し],左 に,様 々な よ

　　　　　 い香 りのす る花に満た された蓮華の入れ物と,左 手 よ り延びた蓮華 の上に,

　 　　　　 燃えさか る剣を[観 想 し],103一 自 らの身体に,-103五 つ の如来が広 が って い

　　　　　 るのを見 るべきであ る。

(2,2.4)　 次 に,心 臓104の 種子に よって,智 薩唾105を 引 き寄せ,[自 らに]来 入 させ,

　 　　　　 如来を遍満させて,〔 自 らを]灌 頂すべ きであ る。頭に阿弥陀の印[即 ち,

　 　　　　 化仏]を もつ ものを 自分 自身であ ると思念すべ きであ る。

(2.2.5)　 次 に,神 の姿で真言を となえ るべ きである。 そこで,こ れが真言であ る。
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　　　　　「オーム,ア ーハ,フ リー ヒ106,シ ンハ ナーダ,ブ ーム107,バ ト,ス ヴ ア

　　　　　ーハ ー」

(3.1)　 　 その後108,良 い 香 り等 の曼陀羅 をつ くり,供 養のために花 などを捧げて,

　 　　　　崇め るべ きであ る。

(3.　2)　 　 さらに,こ の真言を唱えるべ きであ る。 「オ ーム109,三 法 に帰 依 します。

　　　　　大層 慈悲深 き聖観 自在に,菩 薩に,摩 詞薩に帰命 します」。その[陀 羅尼]は

　　　　　次の ごと く続 く。「オ ーム,ア カテー,ヴ ィカテ・一一　110,ニ カ テー111,カ タ

　　　　　ンカテー112,カ ローテー113,カ ロ ータヴ ィール イェー114,ス ヴ ァーハー」

(3.・3)　　 この真言によ って曼陀羅 の土塊をつ かみ,二 十一回真言 を唱え,病[人]に

　　　　　塗 った後,[そ の病人 は]健 康になる。

　　　　　以 上,吉 祥 なる115獅 子 吼世 自在の成 就法は終わ る116。

訳 注

92T3は 「吉祥なる獅子吼[尊]に 帰命 します」が先につく。

93P.518注22参 照。

94　T3:「 安楽な座に」

95  Si:  hrio

96　 訳注10参 照。

97 T3:  rah gi lus sgra  brfian pa  dan 'dra bar  bltas nas (自 らの身体をこだまのごとくに

見 て)。

98 T3: de'i sten du (そ の 上 に)。

99 B:  hritkararn  saragmikarn  tenaivakrwa  sarvvatathagatapravegena (光 輝 くフ リー ヒ

の字を[観想 し],そ れ によって引き寄せて,一 切如来の来入によって)

'od zer  gyis de  Win  ggegs pa rnams gdan  drafts sin bdag  riid bcug nas
(フ リー ヒの字 の

光によって如来たちを引き寄せ,自 らに入れて)。

100T3は 「もっもの」を省略する。

101 S7:  hriO

102T3:「 右 手 に」。

103T3:「 自 らの身体 よ り」。

104　 T3:「 自 らの心 臓 の」。

105「 智薩垣(jfi5nasattva)は,従 来の研究者によって 「智的存在」[立川　 1986:89],「 智

　 の存在」[清水　1979:61],「 悟 りへの勇気を有する生類」[立 川　 1978:215]等 の意味

　 をもつと考えられている。智薩」垂はNo・24の 空行観自在成就法(B,　P.60)で は,成 就

　 法において三摩耶薩?(samayasattva)と 一体化する。 トウッチ[1984:153]に よれば,

　 「三摩耶薩壇とは,精 神集中の対象である本尊に理念的に変容した行者が,一 時的にその

　 姿を取る 『約束の存在』なのである」。三摩耶薩?と 智薩埋が合一することによって,本

　 尊と行者との最終的な一体化が完成すると考えられる[肥 塚　1967:73]。 本文中におい
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　 て は,「三昧耶薩埋」という言葉はみられないが,行 者は本尊の姿と一体化した後に,智

　 薩唾と合一すると述べられており,三 昧耶薩唾が想定されていないのではなく,「三昧耶

　 薩唾」という言葉が省略されているにすぎないと考えられる。清水[1979:63-64]は 三

　 昧耶薩埋と智薩唾をラサ(情 趣)論 と結び付け,前 者が恒常的情態,後 者が情趣に対応

　 すると述べている。また,高 田[1978:506-507]は,チ ベット仏教資料に基づき,「三昧

　 耶薩唾とは行者が自ら呼び起こした,あ るいは,心 に描いた本尊に合致した身をいい,

　 智薩埋とは因位の人間的な菩薩(十 地の菩薩)ま たは果位の仏菩薩(金 剛薩埋等)を 指す」

　 と定義している。

106　　S1,S3:hrio

107　 B,S3:hu卑0

108T3は 「供養の後」を挿入する。

109　 S2-S5,　S7:省 略 。

110　 「ヴィカターよ」,訳 注36参 照。　　　　　　　　　　　　　　　 '

111Sl,S3,　 S5はkateを,　 S2,　S4はtrikateを 挿入する。

112　 「カタンカターよ」,訳注38参 照。

113「 頭蓋骨よ」,S5:karokate。

114　　Sl:karotaviryae

l15　 B,　S1,S3-S5,　 S7は 「吉祥なる」を省略する。

116S7は 「は終わる」を省略する。

5　 サ ンス ク リッ トテ キス ト

テ キ ス ト校 訂 に 際 し,次 の規 則 に従 った 。

1.筆 記 の 便宜 上,語 末 のmに 代 用 さ れ る ア ヌス ヴ ァー ラに つ いて は読 み に支 障 が な い限 り注

　記 しな か った 。

2.筆 記 の 便 宜上,破 裂 音 に属 す る鼻 音 に代 用 され るア ヌ ス ヴ ァー ラにつ い て は注 記 しな か った。

　 例 え ば,parpca,　 marptraの ご とき もの で あ る 。

3・ 連 声 法 の規 則 に よ る 語 頭 のaの 消 失 を 示 す アヴ ァグ ラバ が 脱落 す る場合 が あ る。 そ れ は,

　 ``一一互tmako　 ham"の みで あ り,注 記 しなか った 。

4.同 一 子 音 の 連続 を 避 け,そ の 有 無 につ いて は 読 み に支 障 が な い限 り注記 しな か った。 例 え ば,

　 sarvaとsarvva,　 satvaとsattva,　 sidh　iとsiddhiの ご と き もの で あ る。

5.pagyetを 誤 ってpaSyatと 表 記 す る こ とが あ るが,そ れ らは表 記 しな か った 。

6.子 音 の直 前 に あ るrの 脱 落 は 読 み に 支 障 が な い 限 り注 記 しな か った 。 例 え ば,kury5tと

　 kuyat,　suryaとsuya,の ご と き もので あ る。

7・bとv,9とs,rと1,　 jraとja,　 thとtの 混 同 が み られ るが,読 み に支 障 が な い限 り注記 し

　 な か った 。

8・ … の表 記 は判 読 で きな い 箇所 を 示 す 。

9・ 種 子(bija)を 示 すた め に,本 来 は母 音連 続 が 生 じる場 合 で もハ イ フ ンで 分 割 した。 例 え ば,

　sukla-akaraの ご とき もの で あ る 。
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No. 17

 117-namaki  simhanadaya-117 

(1.1)  dvibhujaikamukham  iuklarn  trinetrarn118  simhavahanaminino  simha_ 
      nadam121  aharn122 vande  sarvavyadhiharam123  gurum124// 

(1.2)  adau  tavan125  mantri'26  mukhagaucadikam  kr  tva  mano'nukule127  sthane 
 sukhasanopavista1A128/129 

 130 . 133 

(2.1.1) iukla-akarapannatarn candramanclalarn131  tadupari132 iuklahritikaram 
 hrdi  pagyet/134  tadragmibhis135  traidhatukam136  avabhasy.kanistha-

     bhuvanavartinam137  simhanadarn  sarvagurubuddhabodhisattvan 
 akrsya  purata138  akagadege139  samsthapya10/141 

(2.1.2) tadanu  piijapapadeganadikam142  krtVa  caturbrahmaviharan 
 vibhavya/143 

 011144  itinyatajlianavajrasvabhavalA145  sarvadharm4146/147 
 14.8_       Olpganyatafianavajrasvabhavatmakolo  'ham150 ity  ena151mantrena 

 gtinyatam  adhitisthet/152 

(2.1.3)  tat4153  pranidhanam154  anusmrtya155  guklapamkaraparinatarn156 
 157-kamalarn158  tadupari-157  gukla-akaraparinatam159  candra-

     manclalam16° tadupari  gukla-atikaraparinatam161  gvetasimharn162/163 
      tadupari  gukla-arnkaraparinatam164  gvetapadmarn165 tadvaratake 

 guklahriblaramiss  sphuradragrnivisaram/167 

(2.2.1) etat  sarvam168  parinamya169  sirnhanadarapam17°  atmanarn171 
 paiyet172/173 

(2.2.2)  sarvafigaguklarn174 dvibhujam  ekamukham  trinetrarn175  jatamukuta-
     dharam176  amitabhalarnkrtaSirasarn177  maharajalilaya  sthitarn178 

 simhasane179  vyaghracarmambaradhararniso  sphuratparica-
      tathagatarn181  arnsalulitapaficaciram182  ardhacandralamkrtam183/184 

(2.2.3)  vamahastasthitaguklapadmopari  sitakhaclgam185  tatsamipasthitam 
 guklapadmopari  nanasugandhikusumapariparnaiuklakarotakam186/187 

(2.2.4)  daksine sitapadmopari  sitaphanivestitam188  sitatrigialadandam189/190 

(2.2.5)  evambhutarn191  bhagavantarn  dhyatva192  dhyanat193 khinno mantri 
 mantralp194  japet/1-95  tatrayarn196  mantrati197/198  om  ah  simhanada199 

 humno phat  svaha/201 

(3.1) vidhir atra 
                           203 

 pratimakrte12.202  patagatasya  va  bhagavatati204  puratab  pratimanclalam 
      ekava,radhararna2o5pos 

(3.2)  tatreyarn207  dharani/208 namo  ratnatrayaya2°9  nama21° 
 aryavalokiteivaraya211  bodhisattvaya212  mahasattvaya213 

 mahakarunikaya  214/215 tad  yatha/216  om akate vikate nikate217 
 katarnkate218  karotavirye219  svaha/220
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(3.3) apatitagomayam abhimantrya  astau  marglalakan221  kuryat/ 

(3.4)  pratimarAdalam  trayodaiavaran222  avartayan223  dhararyim224  prati-
     mancialamalitagesagomayarp225  dharanya226  saptavaran  abhi-

     mantrya227 tena  vyadhim228 pralepayet/229 

(3.5) saptame divase  trayodaie23° divase  ekavimiatitame231  va232 
 paficanantaryakarino 'pi  sidhyanti233/234  235-yadi na  sidhyanti-  235236/237 

 tads  'ham  paileanantaryakari238  syam239 

 iiitimo  simhanadasadhanam241  SalIlaptam  242/243 

(4) 7244      ividhaya  sAdhanam dhanyarp245 
                     yad  alabhi  gubham  mays/246 

 simhanadasya  nathasya 
 nirvyadhi247  syat248 tato249 jagat// 

 251 252 

 //25°1Crtir  iyam  panditavadhatairimadadvayavajrapadanam//

117  S1-S5, S7  add// 
118 S5 trinotram 
119  S1  sihavahanarn, S2  sfinhavahenam, S4  sirphavahana 
120  Si, S3-S5, S7 om. 
121  Si  sihanadamatn, S4  sihanadam 
122  SI om. 
123 S4 -hara 
124  Si, S4 guru 
125 S2, S5  tavat 
126 SI mantri 
127 51 'nukule, S4 'nukula 
128  Si  -nopavi1ta,  S4  -naupavisitab 
129 B om./,  Si,  S3-S5// 
130 S2, S3, S5, S7  gukla-amkara-, S4  guk1a-orpkara-
131 S2, S7 ins./ 
132  Si  -pari 

 133  Si, S3-S5  4uklahri-
134  S1-S4, S7 om./ 
135 S5  tadragminabhis 
136   Si  -dhatukam 
137  Si, S4 bhuvanavarttina, S3 bhuvanavarttina 
138 S5 ins./ 
139 S5  puratab  akagadege 
140  Si  sasthapya 
141 B, S5, S7 om./ 
142  S3  -degenadikam 
143 B om./,  SI, S3,  S5// 
144 B om. 
145  Si  §finyatam  jfianavajasvabhatmako, S3  gfinyatarn  jlianavajasvabhavatmako, 

    S4  ganyatajfianavajrasvabhavatmako-, S5  giinyatam  jiianavajrasvabhavab 
146   Si  sarvvadharmm  a 
147 B,  SI-S3  om./ 
148 S5  grinyatam  jfiana-
149   Si  -vajasvabhatmako-

539



国立民族学博物館研究報告　　15巻2号

150 S2, S4 ins./,  Si, S3, S5, S7  ins.// 
151  Si itenena 
152  Si, S3, S5//, S7(?) om./ 
153  S  1 tata 
154  Sl, S3  prartidhana, S5  prapidhanasam 
155  S1  samayanusmrtya, S3  samanusmrtya 
156  S1  guklapamkarapara-natam, S2  guklaparpkaraparinatarp, S5  parpkaraparinatam, 

    S7  gukla-arplaraparipatam 

157  Sl,  S3-S5,  S7 om. 
 158 S2, S4, S7 ins./ 

159  Sl, S3-S5, S7 om., S2  gukla-arpkaraparipatarp 
160  S1-S5, S7 ins./ 

161  Si, S5  gukla-akaraparinatarp, S2  gukla-ahka:raparipata, S3  guklati  abkaraparipatam, 
    S3 ins./ 

162 S2  gvetasirpha 
163 B,  S1-S3  om./, S5  ins.// 
164 S5  gulda-akaraparipatarp 
165  S1-S5, S7 ins./ 
166  Si  -hrikara 
167 B om./ 
168  Si, S2, sarvva 
169 S2  parinamya 
170 S2  shphanadam 

171  Si  &maim 
172  S1  pagyata 
173 B  om./,  Si,  S5// 
174  Si  sarvafigarp  guklam 
175 S7 ins./ 

176 SI  jata-muktidhara, S2  jata-makutadharam, S3  jatamakutidharam, S2, S4, S7  ins./ 
177 B  amitabhalahkrtagrasarp,  Si, S3  amitabhalamkrtagirarp, S4  apitabhilankrtagirasa, 

    S5  amitabhalamkrtagiram 
178 S4, S5  -tah,  S1 ins.//, S3, S4, S7  ins./ 
179  Si  sihasanarp, S2-S5, S7  simha-sanarn,  SI-S4, S7  ins./ 
180 S2-S5, S7 ins./ 
181  SI-S5, S7 ins./ 
182  Si  atsalulitapaficacira, S2  apgriltilitapaficadram, S3  atsalulitaparicaviram, S4  atsa-

    lulitapaficaviram,  Si, S3, S4, S7  ins./ 
183  B  -candrafikrtarp,  S7  -candrafikitam 
184 B  om./ 
185 S2, S4, S7  ins./ 
186 S4  -purpakrotakarp 
187 B om. 
188  S2  -nivestitarp, S4 om.  S7  -nivegita 
189 S4  sitaphatriguladauclarp 
190 B om./ 
191  Si  -bhilta 
192  Si, S4, S7  ins./ 
193  S  I  dhyanat 
194  Sl, S7 mantra 
195 S5  // 
196  Si  tatraya

540



佐久間　　インド密教の図像学的資料(1)

197  SI mantra 
198 B  om./,  SI-S5  ins.// 
199 S5  simhanadaya 
200 B hum 
201 -51-53, S5, S7  // 
202 S5 -te 
203 S3  pattig-
204  Si  bhagavantah 

205  Si, S3  pratimancialamekavaradharanya, S4  pratimanclanamekavaradharanya, S5 

 pratimanclalamekavaradharanyah 
206 S2 om.  Si, S3  // 
207  SI  tatrayam, S4  tatraiyarn, S5  tatrayarn 
208 B om./, S2, S3, S5 ins.// 
209  SI,  S3,  S5  ins./ 
210 SI namo, S2, S5  namah 
211 S5  ins./ 
212 S5  ins./ 
213 S4 om. 
214  Si, S3  -karunilaya, S2  -karunikaya, S5  -karunikaya 
215 S3, S4, S7  om./ 
216 S2, S4  ins.//, S7 om./ 
217  Si trikate, S2-S4 ins.  trikate, S5 om. 
218  Si  katakamte 
219 S2, S3  karotaviryya, S4  rotavirya 
220  SI-S5,  S7// 
221  Si  -1E5 
222 S2  vanan 
223  Si  avarttayen, S2  avarttayena 
224  S2-S4, S7  ins./, S5  dharani 
225  Si, S2  apatitamanclalamalitagesagomayan, S4  apatitamanclalamalitagesagomaya, S3, 

    S5  apatitamanclalarnmalitagesagamayan 
226  Sl,  S2-S5,  S7  dharani 
227  S1  bhimantra 
228  Si, S5  vyapi, S2-S4  vyadhi 
229 B, S2, S4, S7  om./,  SI, S3, S5  11 
230 S4  trayodaga, S7  trayodagame 
231  51  -vigatime, S2-S4,  S7  -virngatime 
232 S4  ea, S5 ins./ 
233  SI-S4, S7 sidhyati, S5 om. 
234 B,  Si, S3-S5 om./ 
235 S5 om. 
236 S2-S4, S7(?) sidhyati 
237 B,  Si, S3-S5, S7  om./ 
238  Si  palicanantaryakari 
239 B, S2, S4, S5, S7  ins./,  Si, S3  ins.// 
240 B,  Sl, S3-S5, S7 om. 

 241  Si  simhanadasadhana, S2  grisinnhanadasadhanarn 

242  Si  -ptah 
243  S1-S5, S7 // 

244 B om.// 

245  Si, S3, S4  dhanyaya, S2, S7  dhanya
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246 S4  //, S5  om./ 
247  Sl, S5  nivyadi 
248  Si  syatta 
249  Si om. 
250  B/, S2, S4, S7 om. 
251 S4  pariclitavadhuta-
252  S5 -madvay-

No. 20

 253riaMat1254  simhanadaya/255 

(1) prathamam  mukhaiaucadikam256  krtVa  sukhasanastho257 
(2.1.1) yogi svahrdi  siiryamandale  ahkaram258  drstva.258  purato260  guru-

     buddhadin281  aniya262  papadeianadikan:1263  kuryat/264 
                            265 

(2.1.2)  tatah  ganyatam  amukhikrtyddhisthaya ca  pranidhim  anusmaret/266 

(2.1.3)  tatah  akaraparinatam267  268-hamkaram269  tatparinatam-268  candram 
      tasyopari  omkaraparinatarn27°  raktapadmam/271 

(2.1.4) tadupari272  ahkaraparinatam273  gvetasimham274/275 tasyopari candre 
 hrihkarasambhavarn276  sirnhanadabhattarakarn277 

(2.1.5)  gvetarn278  jatamakutinam279  trinetram280  dvibhujalp281  tapasvivega-
     dharam282 maharajalilaya  sthitam/283 

(2.1.6)  vamahastAd utthitapadmopari  jvaladardhvakhadgam/284  daksine  sita-
     trigalam  sitaphanivestitam285  /286  vame  nanasugandhipuspaih  piirnam 

 gvetakapalam
287 

(2.1.7)  amitabhamukutinarn288  spiluratparicatathagatarn288  mahanirmana-
     rupinarn290  dhyayat/281 

(2.1.8) japamantrah292/93/2ah  hrih  simhana.da284  hiirn285  phat296 
 //id"?  sirnhanadasadhanam288// 

  253 51-55, S7  add// 
   254 S4 nama 

  255  S1-S5, S7  /I 
   256  SI, S3  mukhacaucadikam, S4  mukhagauvadikam 

   257 S2  sukhasastho, S4  sukhasanastha 
  258  Sl, S3, S4  akararp 

   259  Si, S2, S4  ins./, S3  ins.// 
  260  Si purato, 82 tato 

  261 S4  -clinam 
  262 S4 niya 
  263  S7  -gadikam 
  264 S4, S5  // 

   265  Si mumukhi-
  266 S5  1/ 
   267  Si  alcalarpparinatarp, S2  atikaraparinatam, S3, S4, S5  alaraparinatam, 27  amkara-

        parinatarp
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268 B, S7 om. 
269 S4  humkaram, S5  htirpkara 
270  Sl, S3, S4  orpkararp  parinatam, S5 adds  candrarn tasyopari  omkaraparinatam 
271  B,  Sl,  S3,  S4,  S7 om./ 
272  S  1  tadparinatarp 
273  Si om. S2  a.hkaraparinata, S3, S4  akaraparinatam 
274  Si  gvatasirpharp, S2  4vetasiha 
275 B  om./, S7 ins.  to 
276 S2 -sabhava 
277  Si  sihanadabhattarakam, S2  sirphanaclabhattaraka, S4, S5  sirnhanadarp  bhattarakarp 
278 S2 -ta 
279  SI, S4  jatamukutinarp, S2  jutamakutina, S7  ins./ 
280  Sl, S2 -tra 
281  Si  -ja,  S1-S4, S7  ins./ 
282 S2 om. S4  tapagcivenadhararp, S5  tapagvigadharI, S2, S4, S5, S7  ins./ 
283 B  om./, S4 // 
284 B om./ 
285  Si  -anivestitarp 
286 B,  Si, S3, S5 om./, S4 ins.// 
287 S2 -mak-
288 S2, S7 ins. / 
289 SI  sphulayatparicatathagatarp, S2, S4  spharayet  palicatathagatarp; S3 sphurayet 

 paricatathagatam,  SI-S3, S5, S7 ins. /, S4 ins. // 
290  S1  -anartipinarp-,  S2-anarupinarp, S3 ins. / 
291  Sl, S4, S5  // 
292  Si, S5, S7 -tra 
293  Si, S2, S4, S5, S7  // 
294  Si  sihanada, S2 -de 
295 B, S2  htup 
296  B  f,  S3  // 
297 S7  kati(?) 
298 S7 -ah

No. 21

                     299namo  ratnatrayaya/300 

(1)  nama301  aryavalokiteivarayam  303-bodhisattvaya  mahasattvaya394 
 mahakarimikaya395  tadyatha./396  om  akate307 vikate nikate 

 katartikate308  karote309  karotavirye310  svaha/311 

(2.1)  e,5a312 bhagavata  aryavalokitegvarasya-303 313  puratah314  pratyase315 
                          316 

 apatitagomayenaqaumahclalakan  krtva317  pratimargialam318 
 trayodagavaran319  ucc4rayitavya/32o . . 

(2.2)  tatah  saptavaran  gomayaiesam abhimantrya  vyadhim upalepayet321/322 
(3)  sarvavyadhin323  upaiamayati/324 yadi saptame divase  trayodage va 

 ekavirpiatitame325 va divase  paficantaryakaririo 'pi na sidhyanti326/327 
 tads  aharn328  pafteanantaryakari329 syam  it1338 

 i/Silphanadariarri331  dharar.ii samapta332//
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299  SI-S5, S7  // 
300  Si, S7 om.  //, S2, S4 // 
301 51, S2 namo, S5 namab 
302 S4 -rasya 
303 S4 om. 
304 S2 om. 
305  S1  mahakarunikaya, S5  mahakarunikaya,  Si, S5 ins. //, S2, S3, S7 ins. / 
306  Si, S5 ins.  // 
307  S1 akate 
308  Si  katakarpte 
309 S5 karotake 
310 B karotavirya, S5 rotaviryya 
311 S  1-S3, S5, S7  II, S4 om. 
312 S2  esam 
313  Si  aryavalokiteg----sya 
314 S4  puratab 
315  Si, S3, S4  -yuse, S5  -yEisa 
316  S4  -mayanastau 
317  Si  akrtva 
318 SI  -la 
319 S4  -gam  varan 
320 S4  //, S5 om. / 
321 S4 -lapayet 
322 B, S7 om.  I,  Si, S3-S5 
323 S2, S3  sarvvavyadhin,  S5  sarvvavyadhim 
324 S4, S5 11 
325  Si, S2, S4  -vii  atime,  S3  -vimgati 
326  Si, S2 siddhyati, S3, S4 sidhyati 
327 B, S4, S7 om. 
328  Si, S3-S5 om. 
329  Si, S4 -taryakari 
330 B ins.  /, S3 /1 
331  SI, S4, S5  simhanadanama, S2 iti  grisimhanadanam 
332 S2  samaptarp

Nos. 22, 23

 333-namah  sirrihanadaya/-333 

(1)  334prathamain335  tavan336  mant'  mukhagaucadikam  krtva337- mrdu-
     vistare  upaviiya  sukhasanasthah338-337 

           339 340  343 

(2.1.1)  svahrdi  candramarAdale  sitahrihkararp341  drgva342  tadraimisamalcrstan 
     purato344 gurubuddhabodhisattvan dhyayat/345 

(2.1.2) tadanu346  piljapapadeianadikarn  krtva  Arinyatam347 vibhavya/348  349-0111 
 0353 

     ifinyatajriana35vairasvabhavatmako  'ham351 ity352 anenadhitisthet/354 

(2.1.3)  tato-349 jhatiti  panjkaraparinatarn355  raktapadmarn356 tadupari357  sim-                           359 
     karaparinatarp358 ivetasnnham/360 

(2.2.1) tasyopari candre361  hribkarasambhavanj  sirnhanadalokeivararapam362

544



佐久間　 インド密教の図像学的資料(1)

 atmanam dhyayat/363 

(2.2.2)  guklam  amitabhajatamukutinam364  trinetraTT1365  dVibhUjarP366  tapas-
     vivegadharam367  maharajalilaya368 sthitam/369 

(2.2.3)  vamahastad370  utthitapadmopari371  ivalatkhadgarn372  daksirie  sitatri-
          sitaphanivestitam373  vame374  nanasugandhipu§paih375  pfimarp376 

 gvetakapalam377  sphuratparicatathagatam378  mahanirmanarapinam379 
 dhyayat/389 

(2.2.4)  381japamantrati382  '383  OM  ah  hrih  simhanada384  hun385  phat386/387 

(3.1)  388-tadanantaram389  dhararg  bhavati-38811390  391-namo  ratnatrayaya392 
     nama393  aryavalokitegvaraya394 bodhisattvaya  mahasattvaya395  maha-

     kartmikaya396//397 tad yatha//398  om  akate vikate  nikate399  katam-
      kate-391  karote499  karotavirye401  svaha/492 

(3.2)  ayam493  mantropacaravo4 bhagavato  'gratatoo5  pratyu.se496  apatita-
      gomayenagau407  mazA1alakan408  409-  krtva  pratimakidalake-409  410 
 trayodai  avaran411  uccaret  412/413 

(3.3)  gomayaiesam414 saptabhimantrya415  vyadhin416 upalepayet/417 

(3.4)  sarvavyadhin418  upaiamayati419  /42o                                  yadi  saptame421 divase  trayodage422 
      divase423  ekavimiatitame424 va425 divase426  paricanantaryakarino  'pi427 

     na sidhyaty428  ayaip429  tads  'ham439 eva  paricanantaryakari432 
 bhavisyami433/434 

 //435shithanadasadhanam436// 

  333  S  I-S5  ow. S6  om  namah  simhanadayall 
  334  Si, S2, S4, S5, S7 add  // 

   335 S2 -an 
  336 S2  tavat 
  337  S1-S5, S7 om. 

  338  S6  -sanesthah 
  339 S7  sita  /  h-

  340 S4 -hrib  //  k-
  341 S2  -kara 

  342 S2 ins. / 
  343 S2  tadag-

  344 S4  purata 
  345 B om.  I, S4-S6  // 

  346 S4 
  347  SI, S4, S6  glinyata 

  348 B om.  I,  SI, S3-S5  // 
  349 S6  om  svabhavaguddhati  sarvadharmma  svabhavasudhoharn  pagcad 

  350 S5  gTinyatam  jfiana-
  351 B, S6  'ham 

  352 S3, S5  iti, S5 ins.  // 
  353 S2  anan-

  354  Sl,  -S3-S5  11 
   355 S5  parnikareba  parinatam, S6  pamkaraparinatam, 

   356 S4  raktam  padmarp, S6 raktapadma
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357  Si  tadparinatarp, S3  tadparinatarp, S5  tad.uparinatarp 
358  SI, S3 om. S2  simharapairnatarp S6  sikaraparinatarp 
359 S6 sika-
360 B,  Si, S3, S5, S6 om. / 

361 S6 candra 
362  SI  -lokegvartipam 
363 B om. /, S4-S6  /1 
364 S2  -makutinarp, S4  -makiitinarp, S6  -makutinarp, S4, S7 ins. / 
365  Si trinetra, S2, S4, S7 ins. / 
366 S6  dvibhilja, S7 ins. / 
367 S2  tapagvevegadharam, S4  tapagvivenadhararp, S2, S3, S7 ins.  /, S5 ins.  /1 
368  Si  maharajaliraya, S2  saptajalilaya 
369 B, S6 om.  / 
370 S6  vamehastad 

371  Si, S3, S4 utthitapari, S5 utthitepari 
372 S5 -ga, S6  -gorp, S2-S5, S7 ins.  / 
373  S1  sitaphanivestitam, S4  sitaphanivestitarp, S2, S3, S5, S7 ins. / 
374 S4  varime, S6  vamena 

375 SI  nanasugandhiprispaih, S3  nanasugandhipuspaih, S4  narasugarpdhipuspaih, S6 
 sugarpdhipuspaih 

376  Si, S6, S7(?)  piirna 
377 S2 -la, S2 om. S3, S5 ins. / 
378 S2, S4  spharatparicatathagatam,  SI-S5 ins. / 
379  SI,  S2  -nirmmanariipina,  S6  -nirmmanaruparp,  S7  -nirmmanartipina 
380  Si, S3, S5, S6  // 
381 B, S6 add iti 
382 S6  japamarptra 
383 S  I-S6 ins.  // 
384 S2  sirphanade, S5  sirphanadaya 
385 B, S4 hum 

386 B adds  simhanalasadhanam  samaptam, S6 adds  svahafliti  sadhanasamuccayesimha-
    nadalokegvarasadhana  ekonacatvarimgadhikagatatamapatala//138 

387  S1-S5, S7  // 
388 S6 om. 
389 S7 tadanatara 
390 B, S5 om.  // 

391 S5 om. 
392 S6  -yah, S2 /, S6  // 
393  Si, S3  namah, S2, S4, S6 namo 
394  S6  -lokrtyegvara.ya 
395  Si om. 
396  Si, S3,  S6  -karinikaya 
397 B,  Si, S3-S5 om.  //, S2 ins.  / 
398 B, S4, S5, S7 om.  // 
399 S2 -ta 
400 S4 karoti, S5 karokate 
401 S2 karotaviryya, S5 rotaviryye, S7 karoviryc 
402  S1-S7  // 
403 S4 aya 
404  SI-S5 ins.  //, S6 -ra, S7 ins. / 
405 S6 -ta
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406 S5  pratyrtsa 
407  S5  -yanstau 
408 S6 -la 
409 S6 om. 
410 S4 -manclaleke 
411 S4  trayodavaran, S6  trayodagamvaran 
412  S  1, S3, S4  uccarayet, S6  uccarayat 
413  Si, S4, S5  //, S6, S7 om. / 
414 S2  -sa 
415  Si, S2 saptabhimantrya, S3  saptabhimantrya, S6  saptabhirmatra 
416  Si, S2, S5  vyadhim, S7  vyadhim 
417  13, S6 om.  /,  Si, S3, S5 ins.  // 
418  Si, S6 -dhin, S5 -dhim 
419 S4  upasamayarpti, S6  upagamayeti 
420 S5  //, S6 om. 
421 S2 same 
422 S2 -dagane, S6 -daga 
423 S2  disc 
424 SI  vigatitame, S5  ekavirpgati, S6  ekavimgatime 
425  Si, S3, S6 va, S5 om. 
426 S6  divage 
427  S6  -namtaryyekarinapi 
428 S2 siddhyati, S6 sidhyet 
429 S5  eyarg, S6 ayan,  S1-S4, S7 ins.  / 
430 S6 ahamy 
431  Si  pacan-
432  S1  pacanantaryyakdli, S6  pacanantaryyekari 
433 S6  bhavisyati 
434  Si, S2, S4, S5, S7 om. /, S3, S6  // 
435 S2 om.  // 
436 B  simhanadadharani  samapta, SI iti  simhanadasadhanam, S6  If iti  sadhana-

    samuccayasimhanNdalokegvarasadhanacatvarimgadhikagatatamapatalab  //  140

 No. 25 

(1.1)  437sixplanadam  aharn439 vande  sarvavyadhiharam gurum439/ 
 bhavanayogamatrena449  mucyate441  sarvakilbisat44211443 

(1.2)  prathamar1:1444  tavan445 mukhagaucadikam                                         446 krtva iucivastrapravrtab 
     pavitrabhumau sukhasanopavista11447/448 

(2.1.1) svahrdi candre  hritikaram449  vibhavya459 tena  raiminakma sarva-
     tathagatan  piajayitva  papadeganadikam  kuryat/451 

(2.1.2) tato maitrikarurfamuditopeksai452ca,453 vibhavya454  svabhavaguddha-
                     455 

     mantroccaranaptirvakam sunyatarp456  bhavayet/457 
     om  svabhavaiuddhati  sarvadharmab  svabhavaguddho  'harri/458 

                      459 

 om iftnyatajrianavajrasvabhavatmako469 'ham iti/461 
                                   463 

(2.1.3)  etadanantaram462  pratibhasamatrakam  svakayam avalokya464 rakta-
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                                     466 

 rephaparinatarn465 rakta.stadalapadmopari  hrihkaraparinamena467 

 ivetasilpham46  8 
 471 

(2.2.1) tasyopari  prsthacandre469  hrihkaram470  saragmikarn  tenawakrsya  sarva-
      tathagatapravegenatmanam472  sirnhanadalokeivararriparn473 

     bhavayet/474 

(2.2.2)  ivetavarnam475  trinetrarn476  jatamukutillaM477  nirbhusartam478 
 480 

 vyaghracarmapravrtaM479  sirnhasanastharn  maharaiali1arn481 
 candrasanann482  candraprabharn  bha'vayet/483 

(2.2.3)  daksine484  sitaphanivestitarn  triialarn485  gvetann486  vame  nand_ 
 487 

     sugandhikusumapariparitapadmabhajanarn488  vamahastad 
     utthapadmopari489  jvalatkhadgam490  svalcaye491  paficatathagatam492 

 sphurantarn493  pagyet/494 
                    496 

(2.2.4)  tato495  hrdbijenakrsya jfianasattvarn pravegayitva tathagatan497             498 
 spharya  bhisinced499  atmanarn  maulav  amitabhamudranam500 

 cintayet/501 

(2.2.5) tato  mantram japet  devatamfirtina502/503  tatea-yann504  mantrah505/506 
 om  ah  hrih507  sinnhanada508  hii509  phat  svaha/510 

                                                            512 

(3.1) tadanu  sugandhadimandalarn krtva  piljartham511  puspadikarn 
 clhaukayitva513 arcayet/514 

 515 

(3.2) punar  malamantrarn japet/516 
 onn517  namo  ratnatrayaya518 nama519  aryavalokiteivaraya bodhisattvaya 

 mahasattvaya  mahakarunikaya/520 tadyatha/521 
 om  akate  vikate nikate522  katamkate karote523 karotavirye524  svaha/525 

(3.3) anena  mantrana  mandalamrttikam526  grhitva  ekavimiativaran527 
 avartya528  vyadhirn529 prelapya svastho530 bhavati/531 

 533 

     //iti532  irisimhanadalokegvarasadhanann534  samaptam535//

437  SI—S4,  S7  add  // 
438  S1  aha 
439 SI guru 
440  S4  —yomatrena 
441  Si mucyete 
442  Si, S3, S5  sarvvakilbisah, S2  sarvvakilbisaih, S4, S7  sarvakilbisaih 
443 S2 / 
444  Si, S3 —an 
445 B, S2  tavat 
446 S4  mukharmuvadikary 
447  Si —ta 
448 B,  Si, S3—S5 om. / 
449  Si  hrikararn 
450 S5 ins.  / 
451 S5 
452  Si,  S3—S5  —peksarn 
453  Si, S3 catu, S2 ccha, S5 catur 
454  Sl,  S3,  S5 /
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455  S5  -dharmarptroccaranab 
456  S1  giinyata 
457 B om.  /, S4, S5  // 
458 B, S4 om.  1, S5  If 
459 S3, S4  gilnyatam  jfiana-
460  Si  bhatmako-
461  S1-S5, S7  11 
462  Si tadanantara, S3  tadantara.rp, S5  tadanantaram 
463 S2 -susam-
464 S4 avaloke 
465  SI-S4,  S7 -ta 
466  Si  raktagadala-, S4  rektadala-
467   Si -mena 
468 S4,  S7  -sirnha 
469  Si -dreb, S5 -dra 
470 S7  hrikararn 
471 S4 tainai-
472  S2  -pragenatmatma.nam,  S5  -pravegyamanarp 
473 B  sirnhanadarn  lokegvaraptiparn, S4  sirphanadalikegvarariiparn 
474 B om.  /,  Si, S3, S5  // 
475  SI, S2, S5 -na 
476 S2 -tra 
477 S2, S4 -maku-, S4  ins.  I 
478  Si  nibhasanam, S2 ins. / 
479  S4  -carmaprakrtam, S2 ins. / 
480 SI  sihasa-
481 S2 -lira 
482 S2  candrasana 
483 S2 -ta 
484 S4 -ne 
485  Si  trigiira 
486 S2, S4, S7 ins. I 
487  Si  -piirita-, S5  ptijita-
488 SI jana, S5 ins.  If 
489  S1-S5  uttharn padmopari, S7  upasthitarp padmopari 
490  Si, S3-S5 ins. 
491 S2, S3  svakaya 
492 S2 -ta 
493  S1 sphuranta, S2  sphararptarp, S5  spharantam 
494  Si, S3, S5 //, S4, S7 om. / 
495 S5 tata 
496  Si  hrdbijen-, S2  hrdbijan-, S5  svahrdvijen-
497 S5  -Ad 
498 S2  sarnspharyyd-
499  SI  -bhiceficed,  S4  -bhisricad 
500 S7  (?)-naii 
501  Si, S3-S5  /f 
502  S2  -murttina 
503 S5  // 
504  Si  tatrayam 
505 S5 -ra
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506 S2, S4, S5  11 
507  SI,  S3  hri 
508  S1  simhana, S2  simhanadaya 
509 B  hum, B,  SI-S5 ins. /, S7  // 
510  SI-S5, S7  1/ 

511 SI  plijartha,  S5  piijadi 
512  SI, S3  pus-
513 SI, S3 clhauvayitva, S4 tokayitva 
514 SI, S3, S5 11 
515 SI  punarmmala-, S2  punasmala-
516 SI, S3, S5  // 
517 S2-S5, S7 om. 
518 S2 ins.  // 
519 S2  namati 
520 SI, S4, S7 om. / 
521 S4, S5 ins.  // 
522  Si, S3, S5 ins. kate, S2 ins.  trikate 
523 S5 karokate 
524  Si karotavirya 
525 SI-S5, S7  // 
526  Si  -muttikam, S3,  S5  -mtirttikarn,  S4  -martikam 
527  S1, S2  ekavigativaran 
528 S2, S4  avartta 
529 S2, S3, S5  vyadhi 
530  Si svasthe, S2 svastha, S5  svastha 
531  Si, S3, S5  //, S2, S4, S7 om. / 
532  Si, S3, S4, S7 om. 
533 B,  SI, S3-S5, S7  simha-
534 SI, S3,  S7  -sadhana 
535 S7  om.

6　 チベ ッ ト語 テ キ ス ト

No. 17,  T3

rgya gar skad du/  sim ha  na da sa dha  nam/ bod skad du/ sen ge sgra'i sgrub 
thabs/ 

             rje btsun  sen ge sgra  la phyag 'tshal lo/ 

 (1.1)  ial gcig phyag  griis sku mdog dkar/ spyan gsum  sen ge  la 
     gnas  Ain/ bla ma nad kun 'joms byad pa'i/  sen ge sgra la 

     phyag 'tshal lo/ 

(1.2)  dan por re iig snags pas/ kha  bsan pa  la sogs  la byas  te/ 
     yid  dan 'thun pa'i gnas su gdan536 bde ba  la  fie bar 'dug 
     ste/
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(2.1.1) a537 yig dkar  po  yons su gyur pa las  zla ba'i dkyil 'khor/ 
     de'i sten du  hrih yig dkar  po  shin gar  bltas  la/ de'i 'od 
     zer gyi khams gsum  snail bar byas te/ 'og  min gyi gnas su 

     son ste/  sen ge sgra  dal/ bla ma  dan/ sans rgyas  daft/ byan 
     chub sems dpa' thams cad gdan  drafts te/ mdun gyi nam mkha' 

     la biugs nas/ 

(2.1.2) de'i rjes su inched pa  dan/ sdig pa  biags pa  la  sops pa 
     bya'o/ de nas  tshans pa'i gnas  bii bsgom538 par byas nas/ 

 orn  gu nya  to  dzfia na bdzra swa  bha  wa539  atma ko  ham  ies 

     pa'i snags 'dis  ston pa  hid du byin gyis  brlab par bya'o/ 

(2.1.3) de nas smon lam rjes su dran par byas nas  parr yig dkar po 
     yons su gyur pa las padma/de'i sten du a540 yig dkar po 

 yons su gyur pa las  zla ba'i dkyil 'khor/ de'i  sten du  ab 
     yig dkar  po  yons su gyur pa las/  sen ge dkar  po/ de'i  sten 

     du am yig dkar  po  yons su gyur pa las padma dkar po/ de'i 
 Ite ba la  hrih yig dkar  po 'od zer 'phro  iin  'gyed pa/ 

(2.2.1) de thams cad  yons su gyur pa las sen ge sgra'i gzugs su 
     bdag  Aid  blta bar bya'o/ 

(2.2.2) yan lag thams cad dkar  iin ial gcig phyag  gfiis  pa/ spyan 
 gsum pa ral pa'i cod pan  bcins pa/ 'od dpag  to med pas dbu 

     brgyan pa/ rgyal  po chan po rol pa'i stabs kyis sen ge'i 
     khri  la biugs  pa/ stag gi pags pa'i na bza' bsnams pa/ de 

 Win  ggegs pa  lna 'phro  Zin rol pa'i dpa' bo  Ina  daft  zla 
     ba phyed pas brgyan pa/ 

(2.2.3) phyag g'yon na padma dkar po'i  sten du ral gri dkar  po 
 dal/ de dan  fie bar gnas pa'i padma dkar po'i  sten du me 
     tog dri  bzan541 sna tshogs pas  yons su  gan ba'i thod pa dkar 

    po/ 
(2.2.4) g'yas na padma dkar po'i  sten na sprul dkar  pas dkris pa'i 

     dbyu542  gU542 rtse gsum pa dkar po'o/ 

(2.2.5) de  lta bur gyur pa'i bcom ldan 'das bsgom par bya'o/ 
 bsgoms pas  nal na snags bzlas par bya'o/ de  la snags ni 

     'di'o/  em  ab  hrit i  sim ha  na da  hum/  phat  swaha/ 

(3.1) cho ga 'dis sku gzugs byas te/  yan na ras bris543 byas la/ 
     bcom  ldan 'das kyi mdun du so so'i  mandala byas  la  gzuns 
     lan cig  bklag par bya'o/ 

(3.2) de  la  gzuns ni 'di'o/ na  mo ratna  tra  ya  ya/ na ma544 a  ra 
     ba  lo ke "swa  ra ya/  bo dhi  satwa ya/  maha  satwa ya/ma ha 
 ka ru  ni  ka  ya/ tadya  tha/  om a ka  tel bi ka  to  ni ka  te/ 

 katarn kate/ ka ro tam/ bi dya  swa  ha/ 

(3.3) sa la ma  lhun ba'i  lci ba  la  mason par bsnags545 nas  mandala 
 brgyad byas la/  mandala so so  la Ian bcu gsum gyi bar du
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     bklag par bya'o/ 

(3.4)  marAclala so so'i dri ma  lhag pa'i  lci ba de la  gzuns Ian 
     bdun du  ninon par bsnags nas  des546 nad pa la byug par 

 bya'o/ 

(3.5)  rii ma bdun nam/  rii ma bcu gsum mam/  Ai ma  Ai  su rtsa gcig 
     gis de  Win du byas pas mtshams med pa  lila byad pas  kyan 

     'grub par 'gyur ro/ gal  to ma grub na de'i tshe  nas 

     mtshams med pa  Ina byas 'gyur ro/  547-sen ge sgra'i sgrub 
     thab rdzogs  so-547/ 

(4) bdag gi sgrub thabs cho ga 'dis/  gan  iig nor dan dge thob 
 cif)/ mgon  po  sen ge sgra  dan ni/ 'gro ba rnams  ni nad med 
 iog/  parAcli  to a ba dhu ti dpal  ldan gnus med rdo rje  tabs 

     kyis mdzad pa'o548//

536 P stan 
537 P om 
538 P  bsgoms 
539 P ba, P ins. sarba  dharmatt  om  Ailnya  to  dela na bdzra swa  bha ba 
540  Porn 
541 P ins. po 
542 P dbyug 
543 D ris 
544 P  matt 
545 P snags 
546 P de yis 
547 D om. 
548 P pa rdzogs so //

 No.  20,  T

rgya gar skad du/  sum ha  na da sa  ,dh  a  nam/ bod skad du/  sen ge sgra'i sgrub 
thabs/ 

                 sen ge sgra  la phyag 'tshal lo/ 

(1)  dan por  gdon bkru ba  la  sogs pa byas nas bde ba'i  stan la 
     gnas te/ 

(2.1.1)  rnal 'byor pas ran gi  siiin gar  Ai ma'i dkyil 'khor la yi 
     ge a  bltas pas mdun du bla ma  dan sans rgyas  la sogs pa 

     sbyan  drain la sdig pa  Wags pa  la sogs pa rnams bya'o/ 

(2.1.2) de nas  stop pa  Aid  mfion du byas byin gyus  kyan  brlabs 
     la/ smon lam rjes su dran par bya ste/ 

(2.1.3) de las  akei rnam pa  yons su gyur pa las yi ge  ham do/ de 
 yons su gyur pa las  zla ba'o/ de'i  sten du yi ge  om yons 

     su gyur pa las padma dmar  po/ de yi ge  ah  yons su gyur pa
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     las  sen ge dkar po'o549/ 

(2.1.4) de'i  sten du yi ge  hriti las byun ba'i rje btsun  sen ge 
     sgra ste/ 

(2.1.5) dkar po phyog  gills pa ral pa dan dbu rbyan dan  ldan pa 
     dbyan gsum pa dkar thub kyi cha lugs 'dzin pa rgyal  po 

     chen po'i stabs su  biugs pa 

(2.1.6) phyag g'yon pa nag gnas pa'i padma'i/  sten na ral gri 'bar 
     ba gyen du  laps  pa'o/ g'yas na rtse gsum dkar  po la sbrul 

     dkar  po gdens ka can gyis dkyis pa'o/ g'yon na me tog dri 
 iim  po sna tshogs kyis yons su  bkan ba'i thod ba dkar  po/ 

(2.1.7) dbu rgyan la mi bskyod pa  bugs pa de  Win  begs pa  llia 
     spro  bar550 mdzad pa/ sprul pa chen po'i skur gyur pa bsgom 

     par bya'o/ 
(2.1.8) bzlas pa'i snags ni  om  ati  hrib  sum ha na da  harp  phat/ 

               'di ni  sen ge sgrub thabs  so// 

     dge  slob, tshul khrims rgyal mtshan gyis bsgyur  ba'o// 

   549 P om. 

   550 P om.

 No. 20,  T  3 

rgya gar skad du/  sim ha  na da  sa dha  min/ bod skad  du/  sen ge sgra'i sgrub 
thabs/ 

              rje btsun sen ge sgra la phyag 'tshal lo/ 

(1) rnal  'byor pas  daft por kha  bsan ba la sogs pa byas nas 
 stan bde ba la 'dug ste/ 

(2.1.1) ran gi  sriin ga  ni ma'i dkyil 'khor la  0551 yig  bltas nas 
     mdun du bla ma  dan/ sans rgyas la sogs pa gdan  drans nas 

     sdig pa  Wags pa la  sogs pa bya'o/ 

(2.1.2) de nas  stop pa  iiid  mnon du byas  sin byin gyis  brlabs nas 
     smon lam rjes su dran par bya'o/ 

(2.1.3) de nas a552 yig  yons su gyur pa las  ham yig/ de yons su 
     gyur pa las  zla ba'i  sten du/  mil yig yons su gyur pa las 
     padma dmar  po/ 

(2.1.4) de'i  sten du  ah yig  yons su gyur pa las  sen ge dkar  po/ 
     de'i  sten du  zla ba la  hriti las  byuri ba'i rje btsun sen ge 
      sgra 

(2.1.5) dkar  po ral pa'i cod pan can/ spyan gsum  pa/ phyag  gnis 
     pa/ dka' thub kyi cha lugs 'dzin pa/ rgyal po chen  po rol 

     pa'i stabs kyis  biugs pa/
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(2.1.6) phyag g'yon na padma  laps pa'i  sten na 'bar ba'i ral gri 
     gyen du 'phyar ba/ 

 g'yas na sprul dkar pos dkris pa'i rtse gsum dkar  po 
     bsgoms  pa/ g'yon na me tog  tri  bzan  po sna tshogs pas  gan 

     ba'i thod pa dkar po/ 

(2.1.7) 'od dpag  to pas dbu rgyan  chi/ de  Win  ggegs pa  lna 'phro 
     ba sprul pa'i sku chen po bsgom par bya'o/ 

(2.1.8) bzlas pa'i snags ni  om ah  hrih  situ ha  na da hum  phat ces 
     so/ 

  551 D reads a 

   552 P reads  5.h

 No. 21, T 1 

rgya gar skad  du/  sim ha  na da dha  ra  ni/ bod skyad  du/  sera ge sgra'i  gzuns/ 

(1) na mo ratna tra ya ya/ nama553 arya a ba  lo ki  te  sva ra ya 
     bo dhi  satva ya ma ha sat  va. ya ma ha ka ru  ni  la ya/ 

     tadya tha/  om a ka  te bi ka  te ni ka  te ka  tam ka  te  ka ro 

 to bir ye  svaha/ 
(2.1) 'di ni bcom  ldan 'das  'phags pa 'jig rten  dban  phyag gi 

     mdun du  nail par  sna mor ba'i  lci ba sa la ma  Ihun bas 
 manclala brgyad byas ste/  manclala re re  iin Ian bcu554 gsum 
     du bzlas par bya ba'o/ 

(2.2) de nas  Ian bdun du ba'i  lci  ba lhag ma  mnon par snags la 
     nad pa la byug par bya ste/ 

(3) nad rnams thams cad555  ii bar 'gyur ro/ gal  te mtshams med 
     pa  llia byas pas  kyan  Ili ma bdun pa 'am bcu gsum pa 'am  Ili 

     ma  ni  gu rtsa gcig pa la  yan ma grub na de'i tshe  na  `Aid 
     kyis mtshams med pa  lna byas pa yin  iin/  nas sans rgyas 
 bcom  idan 'das rnams bslus par  yan 'gyur ro/ 

     sen ge sgra ies byas ba'i  gzuns rdzogs  so// 
     dge  sloe tshul khrims rgyal mtshan gyis  bsgyur  ba'o// 

   553 P  namab. 
   554 D om. 
   555 P ins.  rie bar

 No. 21,  T  3 

(1) na mo ratna tra ya ya/ na  mah  a  rya  ba  lo ki  te  gwa  Id  yal 
 bo dhi  satwaya/  maha satwa ya/  maha  ka ru  ni  ka ya/ tadya
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 thai  orp a ka te/ bi ka  te  nu ka te/ ka  tam ka  te/ ka ro 

 tel ka ro  tam/ birya  swaha/ 

(2.1) 'di rnams  'phags pa spyan ras gzigs  dban phyug gi mdun du 
 sear sa  la ma  lhun ba'i  lci ba  blahs nas  mar.iclala brgyad 

     byas te/  mariclala so so la lan bcu gsum bzlas par bya'o/ 

(2.2) de nas lan bdun pa'i  lci ba  lhag ma la  ninon par  bsnags 
     nas/ nad pa la  fie bar byug par bya'o/ 

(3) nad thams cad  fie bar  ii bar 'gyur ro/ gal  te  ni ma bdun 
     nam/ bcu gsum mam/  ni  iu rtsa gcig  tu byas na mtshams med 

     pa  lila byas pas  kyan 'grub par 'gyur ro/ gal  te ma grub 
 11056 de'i  tshans mtshams med pa  lila byas par 'gyur  ro/ 

            sen ge sgra'i sgrub thabs rdzogs  so// 

  556 P nas

 Nos. 22, 23, T 1 

rgya gar skad du/  sim ha na da sa dha  nam/ bod skad du/ sen ge sgra'i sgrub 
thabs/ 

(1) dan por re  iig snags pas  Win gyis557 gtsan sbra la  sogs pa 
     byas pa bde ba'i  stan la gnas te/ 

(2.1.1) ran gi  shin gar  zla ba'i dkyil 'khor la yi ge  hrib dkar  po 
     dmigs la/ de'i 'od zer gyis legs par spyan  drabs pa'i bla 

     ma dan sans rgyas dan byan chub sems dpa' rnam mdun du 
     bsgom par bya ba'o/ 

(2.1.2) de'i rjes su mchod pa dan sdig pa  Wags pa la sogs pa byas 
 la/  stop pa  hid legs par bsgom par bya  iiii/  om  store pa  hid 

     kyi ye  ges rdo rje'i ran  buin gyi bdag  hid ni  na yin no 
 ies bya ba 'dis byin gyis  brlab par  yarn bya ba'o/ 

(2.1.3) de nas de ma thag  tu yi ge  pam yons su gyur pas padma 
     dkar po'o/ de'i  sten du yi ge  S1111558  yobs su gyur pa las sen 

     ge dkar po'o/ 

(2.2.1) de'i rgyab  tu  zla  ba  la yi ge  hriti las kun nas  byun ba'i 
     'jig rten  dban phyug sen ge sgra'i skur bdag  hid bsgom par 

     bya ba'o/ 

(2.2.2) dkar  po phyag gnus pa  snail ba mtha' yas  daft ral pa  daft 
     dbu rgyan can/ spyan gsum pa dka' thub kyi cha byad 'dzin 

     pa rgyal po chen po'i  'gyin bag gyis  biugs pa/ 

(2.2.3) phyag g'yon na padma  lain pa'i  sten na ral gri  laps pa'o/ 
      g'yas na rtse gsum dkar po  la sbrul dkar po gdens ka dan 
 ldan pas dkris pa'o/ g'yon na me tog dri  iim  po sna tshogs
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     kyis  yons su  bkan ba'i thob pa dkar po'o/ de  bfin  giegs pa 
     lna 'phro bar mdzad pa/ mya  flan las 'das pa chen po'i skur 
     bsgom par bya ba'o/ 

(2.2.4) bzlas pa'i snags ni  om  ati  hriti  simha559  na da  ham  phat/ 
(3.1) de'i rjes thogs la ni  gzuns yin te/ dkon mchog gsum  la 

     phyag 'tshal lo/ thugs rje chen po  dan  ldan pa'i  byan chub 
     sems dpa' sems dpa'chen  po 'phags pa spyan ras gzigs  dban 

     phyug la phyag 'tshal lo/ 'di  lta ste/  om a ka  te bi ka to 
     ni ka  te ka  tam ka  te ka ro  ta  bi ra ye  swa ha/ 

(3.2) bya ba rim pa ni pa'i  lci ba ma  lhan  bar560  nan par 
 in  to  sna bar bcom ldan 'das kyi spyan  sear  man.clala 

     brgyad bya ste/  manclala re re  zin lan bcu gsum mrjes su 
     rjod par bya ba'o/ 

(3.3) ba'i  lci ba'i  lhag ma Jan bdun du  mason par snags la nad 
     pha la  he bar byug par bya ste/ 

(3.4) nad rnams thams cad  he bar  ii bar byed pha yin no/ gal  te 
     mtshams med pa  lila byas pa rnams kyis  kyan  Ili ma bdun 

     nam561  Ai ma bcu gsum mam  hi ma  ni  iu rtsa gcig na  yan 'di 
     'grub par ma gyur na ni/ de'i tshe  na  hid mtshams med pa 

     lrna byed par 'gyur ba yin no/ 
                   seas ge sgra'i sgrub thabs so/ 

pa  ncli  ta ratna a ka ra'i  ial  sna nas/ dge  sloe/ tshul khrims rgyal mtshan gyis 
bsgyur ba'o// 

  557 D gyi 

  558 D si 

   559 P sinha 

   560 P bas 

   561 P nas

 Nos. 22, 23,  T  2 

rgya gar skad du  situ ha  a da  sa dha  nam/ bod skad du  sell ge sgra'i sgrub pa'i 
thabs/ 

             'phyags pa  sell ge'i sgra la phyag 'tshal  lo/ 

(1)  dah por re  Zig snags pas gdon bkru ba la  sogs byas562 nas/ 
     bde ba'i gdan la 'dug ste/ 

(2.1.1) rnal 'byor pas ran gi  siiin gar  zla ba'i dkyil 'khor la yi 
     ge  hrilj  bltas la mdun du bla ma  clan/ sans rgyas  daft/  byan. 

      chub sems dpa' rnams bsgom par bya'o/ 

(2.1.2) de'i rjes la mchod pa  daft/ sdig pa  Wags pa la sogs pa bas 
     nas  stop pa  'lid bsgom par bya ste/  om  ialiya  to  dzfrana
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     bdzra sva  bha Wa563  atma ko  'harp/  ies brjod pas byin gyis 
 brlabs la/ 

(2.1.3) de nas skad cig tsam gyis564 yi ge  pam  yons su gyur pa las/ 
     padma dmar  po de'i  sten du yi ge  yons su gyur pa la sen 

     ge dkar po/ 
(2.2.1) de'i  sten du  zla ba la  hriti las yan dag par  byun ba'i rdze 

     btsun sen ge sgra'i565 sku566 gzugs su bsgom567 ste568/ 

(2.2.2) sku mdog dkar  po ral pa'i thor tshugs can/ spyan gsum pa/ 
     phyag  grids pa/ dka' thub can gyi cha byad 'dzin pa/ rgyal 

 po rol  pas569 gnas pa'o/ 
(2.2.3) phyag g'yon pas ni padma bsgen ba'i  sten na ral gri 'bar 

     bas brgyan pa'o/ g'yas su sbrul dkar  pos dkris pa'i  mdun 
     rtse gsum pa'o/ g'yon du dri  iim po'i me  tog570 gi 

     tshogs kyis  bkan ba'i thod pa dkar po'o/sku las de  bun  giegs pa 
 lila 'phro ba'i gzugs su bsgoms la/ 

(2.2.4) snags 'di bzlas bar bya'o/  om  ah  hrih  sire ha na da  harp 
    phat/ 

(3.1)  sfion du  bsrien pa 'bum phrag gcig bzlas pa bya'o/ de nas 
 nam ratna tra ya ya/  nam571  arya a ba  lo ki  te  sva  ra ya/ bo 

     dhi sa tva ya/ ma ha satva ya/ ma  ha ka ru  ni  ka ya/ 
     tadya  thal  om a ka  te bi ka  te ni ka  te ka  tam ka te572/ ka ro  to 

     ba re  sva,  ha/ 

(3.2) 'di'i  rie bar spyod pa ni bcom  ldan 'das kyi mdun du  gzuns 
     snags 'dis573 sa la  lhun ba'i  Ici bas  manclala brgyad phul 

     te/  manclala re re  iin lan bcu gsum rjes574 su574 brjod 

     par bya'o/ 

(3.3) de nas  lci ba  lhag ma de  riid la  mason par snags te/ lus la 
 rie bar dbyugs na 

(3.4) nad thams cad rab  to  ii bar 'gyur ro/ gal  te mtshams med 
     pa'i las byas575  kyan  iiid ma bdun nam bcu  bii 'am/  ni  iu 

     rtsa gcig gi sa ma grub na de'i tshe bdag gis mtshams med 

     pa  lna byas yin no// 

sen ge sgra'i sgrub thabs slob dpon tsandra go mis mdzad pa rdzogs so//  panclita 
don yod rdo rje  dab,/  khams pa  lo tstsha ba dge  slob, ba ris bsgyur ba'o//

562 P  ins. pa 

563 P ba 

564 P gcis 

565 P om. 

566 P ins. sprul pa'i 

567 P bsgoms 

568 P  te 

569 P pa'i
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570 P tag 
571 P ins.  mati 
572  Pre 
573 P 'di 
574 P om. 
575 P ins. pas

 Nos. 22, 23,  T  3 

rgya gar skad du/ a rya  sip ha  na da sa dha  nap/ bod skad du/ 'phags pa sen 

ge sgra'i sgrub thabs/ 

              rje btsun  sen ge sgra la phyag 'tshal lo/ 

(1) dan por re  Zig snags pas kha  bsan  ba la sogs pa byas nas 
     stan bde ba la 'dug te576/ 

(2.1.1) ran gi  sriin gar  zla ba'i dkyil 'khor la  hriti yig dkar  po 
 bltas nas/ de'i 'od zer gyis577 mdun du bla ma  daft/ sans 
     rgyas  clan/ byan chub sems dpa' rnams gdan  drans par bsgoms 

      nas/ 

(2.1.2) de nas mchod pa  daft/ sdig pa  biags pa la  sogs pa byas nas 
 stop pa  Aid bsgom par bya'o/  orn  ganya  td  dzfia na bdzra swa 

 bha ba  atma ko  'harn579/  ies pa 'dis byin gyis  brlab par 
     bya'o/ 

(2.1.3) de nas skad cig gis  paw yig  yons su gyur pa  las padma dmar 
     po/ de'i  sten du  sirn yig  yons su gyur pa las sen ge dkar 

 po'o/ 
(2.2.1) de'i  sten du  zla  ba la  hril) yig las byun ba'i 'jig rten 

 dban phyug  sen ge sgra'i skur bdag  Aid bsgom par bya'o/ 

(2.2.2) sku mdog dkar  po ral pa'i cod pan can/ 'od dpag  to med pas 
     dbu brgyan  paj.spyan gsum  pa/ phyag  gAis pa/ dka' thub kyi 
     tshul 'dzin pa'o/ rgyal  po chen  pa rol pas  biugs pa/ 

(2.2.3) phyag g'yon na padma  laps pa'i  sten du ral gri 'bar ba/ 
      g'yas na sbrul dkar pos dkris pa'i rtse gsum dkar po/ 

     g'yon na dri  iirn po'i me tog sna tshogs pas  bkan ba'i  shod 
     pa dkar po'o/ de  buin  ggegs pa  lfia 'phro  iin  sbru1579 pa 

      chen po'i skur bsgom par bya'o/ 

(2.2.4) bzlas pa'i snags ni/  orn  al)  hril) si ha  na da  harp phat/ 
(3.1) de nas  gzuns bzlas te/ na mo ratna  tra ya ya/ na ma  arya 

 ba  lo ki  te  swa  rd ya/ bo dhi satwa ya/  maha  satwa ya/ 
 maha ka ru  ni ka ya/ tadya  thai orn a ka te/ bi ka  te  ni ka 

 te ka  tarn ka  te/ ka ro te/ ka ro  tarp  bidya  swat* 
(3.2) snags 'di brjod nas bcom ldan 'das kyi mdun du nam  laps pa 

 dan/ sa la  'hull ba'i  lci  ba la  manclala brgyad byas
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     nas  marAlala so so  la lan bcu gsum bzlas par bya'o/ 

(3.3)  lei ba  lhag ma la  lan bdun  mason par bsnags nas nad pa la 
     byug par bya'o/ 

(3.4) des nad thams cad  fie580  bar580  ii bar 'gyur ro/  iii ma bdun 
     nam/  rii ma bcu gsum  mam/  hi  iu rtsa gcig de  bin du byas 

     pas mtshams med pa  lna byed pas  kyan 'grub par 'gyur ro/ 
     gal  to  de'i tshe ma grub na  nas mtshams med pa  Ina byas 

     par 'gyur  ro// 
              sen ge'i sgra'i sgrub thabs rdzogs so// 

  576 P ste 

  577 P gyi 

  578 P ham 

  579 P sprul 

   580 P om.

 No. 25, T 3 

rgya gar skad du/  iri  sim ha  na, da sa dha  min/ bod skad du/  dpa1581 sen ge 
sgra'i sgrub thabs/ 

(1.1) dpal  Idan sen ge sgra  la phyag 'tshal  10/ nad kum 'joms 
     byed bla ma ste/  sen ge sgra phyag 'tshal lo/ rnal 'byor 
     bsgoms pa tsam gyis ni/ sdig pa kun las grol bar  'gyur/ 

(1.2) dan por re  Zig kha  bsan ba  la  sogs pa byas te/ gos  gtsan 
     mgon nas sa  gii  gtsan mar stan bde ba la  tier bar 'dug ste/ 

(2.1.1) ran gi  shin gar  zla ba  la  brit' yig bsgom par bya'o/ de'i 
     'od zer gyis de  bEn  gkgs pa thams cad gdan  drain te/ 

     mchod par byas nas sdig pa  bags pa la  sogs pa bya'o/ 

(2.1.2) de nas byams pa  dan/  snip rje  dan/ dga' ba  dan/  btan  sfloms 
     rnams rnam par bsgoms te/ ran  buin gyis dag pa'i snags 

     brjod pa  sfion du 'gro bas  stop pa  fiid bsgom pa bya'o/  om 
     swa  blia ba  iuddhali sarba dharmab swa  bha ba  iuddhao  'ham582/ 

 om  su  nyata  dzfiana bdzra swa  bh4  wa583  atma ko  halp584  ies  so/ 

(2.1.3) de nas ran gi lus sgra brfian dan 'dra bar  bltas nas ra585 
     yig dmar  po yons su gyur pa las padma dmar  po 'dab ma 

     brgyad pa'i sten du  51:1 yig  yons su gyur pa  las/  sen ge 
     dkar po/ 

(2.2.1) de'i  sten du  hrib yig de'i 'od zer gyis de  buin  giegs pa 
     rnams dgan  drans  sin/ bdag  fiid bcug nas 'jig rten  dban 

     phyug sen ge sgra bsgom par bya'o/ 
(2.2.2) sku mdog dkar  po spyan gsum pa/ ral pa'i cod pan gyis 

     brgyan pa/ stag gi bags pa'i bza' bsnams pa/ sen ge  dan/
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 zla ba'i gdan la rgyal  po  chen  po rol pa'i stabs kyis 
 biugs pa ila ba'i 'od  ita bu bsgom par bya'o/ 

(2.2.3) phyag g'yas na sbul dkar po bkris pa'i rtse gsum dkar 
     po'o/ phyag g'yon na padma  labs pa'i  sten na ral gri 'bar 

     ba'o/ g'yon na me tog dri  iim  po sna tshogs pas  gait ba'i 

     padma'i snod do/ ran gi lus las de  bin  giegs pa  lna 'phro 
     bar blta'o/ 

(2.2.4) de nas ran gi  shin ga'i sa bon gyi sa ye  §es sems dpa' 
     bkug  cift bcug nas de  bin  giegs pa rnams 'phro  ill" bdag 

 aid la  dban bskur nas/ 'od dpag  to med pas dbu brgyan 
 cin/ . 

(2.2.5) rgyas btab par bsam par bya'o/ de nas snags bzlas par 
     bya'o/  lha rnams kyi gzugs kyis so/ de  la snags 'di'o/  orb 

 ab  hrih  situ ha  na da  ham phat  swaha/ 

(3.1) de nas mchod pa'i phyir dri  bzans la  sogs pa'i  mandala586 
     byas la me tog la sogs pa dbul  jib mchod par bya'o/ 

(3.2) yan  phren ba'i snags bzlas par bya'o/ na mo ratna tra ya 
     ya/ na  math  arya ba  lo  kite  gwa  ra ya/ bo dhi  satwa ya/ ma 

     ha  satwa ya  maha  la ru  pi  ka ya/ tadya tha/  om  al ka  te/ 
     bi ka  te/  ni ka  tel  katarn kate/ ka ro  tam  karotarn587 birya 

 swaha/ 

(3.3) snags 'dis  mandala gyi gzugs  bzuji nas lan  Ai  gu rtsa gcig 
     bzlas nas/ nad pa byugs na 'tsho bar 'gyur ro/ 

     'jig rten  &mit phyug  sell ge sgru'i sgrab thabs rdzogs  soil 

   581  P ins.  ldan 

   582 P ham 

  583 P ba 

   584 P ham 

   585 D ram 

   586  P ins. la sogs pa 

   587 P om.

付 記

　本稿は,平 成二年度国立民族学博物館共同研究 「南アジア諸パンテオンの表現方法」(代 表者

立川武蔵)の 成果の一部である。　　　　　　　　　 '

　南アジアでは,主 としてバラモン教,仏 教(特 に密教),ヒ ンドゥー教において,神 々,あ る

いは,諸 尊の組織体(パ ンテオン)が 形成されてきた。この形成過程において,神 々の表出方法

に変化がみとめられる。この研究では,特 に観自在菩薩を取 り上げ,そ の歴史的な変化を理解す

るための基礎的な資料を提示した。

　原稿作成に際し,国 立民族学博物館助教授永ノ尾信悟氏に多 くの有益な助言を頂いた。記して

感謝する次第である。
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